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ST 14遺構検出状態 (南か ら) ST 14完掘 (南から)

ST 14
玄室内遺物出土状態

(西か ら)
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ST 15完掘 (南西から)ST 15遺構検出状態 (南西から)

T-15
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ST 16竪 坑検出状態 (南から) ST 16閉塞石除去、完掘 (南から)

ST 16
玄室内

奥壁～右側壁

ST-16
玄室内

右側壁
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ST-18
完掘全景

(南西から)
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SB-01
遺構検出状態

(東から)

SB-01

完掘、遺構実測

(東か ら)

SD-04
全景、層序

(南から)
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SD 05層序SD 05全景
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A群 出土遺物 (そ の 1)
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A群 出土遺物 (そ の 2)

B群 出土遺物

C群  出土遺物 (そ の 1)



C群 出土遺物 (そ の 2)
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F群 出土遺物

G群 出土遺物

E群 出土遺物

ST 02竪 坑内および周辺出土遺物
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ST-01 出土遺物
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ST-06出土 大刀

ST 15出 土 貪1

ST 16出土 小刀
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宮崎県えびの市広畑遺跡1出土の古墳1時代人骨

佐伯和信 ■松下孝幸・折原義行 。小山田常一



宮崎県 えび の市広畑遺跡 出上の古墳 時

代 入骨

*         *         *           **
佐 伯 和 信 ・ 松 下 孝 幸・ 折 原 義 行 ・ 小 山 田常 一

【キーフー ド】:宮 崎県えびの市、古墳時代人骨、地下式横穴墓、中頭型、低・

広顔、低身長、変異

は じ め に

宮崎県えびの市大宇坂元 に所在す る広畑遺跡 の発掘調査が市道坂元苧畑線の

拡幅工事な どの道路整備事業に伴 なって、 1989年 (平 成元年)に 行われた。その

結果、弥生時代の住居跡、19基 の地下式横穴墓 、 5基 の地下式板石積石室墓な

どが検 出 され、16基 の地下式横穴墓か ら合計 26体 の人骨が発掘 された。 これ ら

の人骨 の うち頭蓋の保存状態は良好で、えびの市の古墳 時代人骨の出土例 を追

加す る とともに、広畑古墳人の特徴 を明 らかにす ることができた。

長崎大学医学部解剖学第二教室では西 日本各 地か ら古人骨 を収集 し、その人

類学的研究を続 けてい る。九州では古代 におい て「熊襲」や「隼人」と呼称 され て

いた人 々の形質人類学的研 究の視点か ら、南九州地域の古墳 時代人骨に注 目し、

宮崎県 を中心 に古墳 時代人骨の収集 とその研究 を続 けてきてお り、次第に南九

州地域 の古墳人の形質が明 らかになってきてい る。松下 (1990b)は 南九州か ら

出上 した古墳 時代人骨 を詳細 に研究 し、 この地域の古墳人 を「南九州 山間部タ

イプ」、「宮崎平野部 Iタ イプ」、「宮崎平野部 コタイプ」に整理 した。「南九州 山

間部 タイプ」の古墳人は宮崎県、鹿児 島県の 山間部か ら出上 し、低・広顔、低

身長で、縄文人的特徴 を強 く残 した古墳人 であ る。「宮崎平野部 Iタ イプ」は官

崎平野か ら出上 し、短頭性 が強 く、高顔、高身長で、顔面の形態 と身長値は北

部九州弥生人 に近い古墳人 である。そ して、「宮崎平野部 Ⅱタイプ」は「宮崎平

野部 Iタ イプ」同様宮崎平野か ら出上 し、高顔 、高身長ではあるが、頭型が中

頭で、眼宙や鼻部の高径が低い古墳人である。

えび の市は地理的には山間部 に位置 してお り、過去 に調査 した灰塚 (内 藤、 1

973)、 平松 、小木原 の各地下式横穴墓か ら出上 した古墳人 はいずれ も「南九州

山間部 タイプ」の古墳人 であったが、研究に活用 できた人骨の体数 は多 くはな
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えびの市は地理的 には確 かに山間部 にあるが、地形 的にはかな り広い盆地で

あ り、また、熊本県お よび鹿児島県 と接 し、古墳時代 の埋葬遺構 に も地下式板

石積石室 と地下式横 穴墓が併存す る地域 である。 この よ うな地域の古墳 人の形

質が単純な ものであるか ど うか とい う点 も明 らかに してお く必要が あろ う。

今回、広畑遺跡 か ら比較 的保存状態の良好な古墳 時代入骨が相 当量 出土 し、

資料が増加 した ことによつて、本市 での特徴が さらに明確 になつた。 また、本

資料は南九州全体の人類学的研 究 を進 めてい く うえで も貴重 な資料 であ る。

出土人骨の人類学 的観察や計測 を行 ない、本古墳 時代人骨 の特徴 を明 らかに

す るこ とができたので、その結果 を報告す る。

なお、成年骨 と小児骨に関 しては、別稿 で分部が詳述 してい るの で、本稿 で

は成人骨についてのみ報告す る。

人骨 はすべ て地下式横穴墓か ら出上 した。出土体数 は表 1の とお り合 計26体

で、その うち 2体 が成年 。小児骨 であ る。成人骨 24体 の うち男性骨 は 15体 、女

性骨は7体 であるが、 2体 は保存状態 が悪 く、性別 を判別す ることがで きなか

つた。表 1 資料数  (Table l.Number oi naterials,

成  人     成年・小児   合計

男 性 女性   不 明

料資

ST-01号 墳

ST-02号 墳

ST-04号許七責

ST 05号 墳

ST-06号 墳

ST 07号 墳

ST-08号 墳

ST 09号 墳

ST-10号 墳

ST H号 墳

ST-12号 墳

ST-13号 墳

2

1

1

1

2

2

1

2

1

1

2

2

1

3

1

2



ST 15号 墳   1
ST-16号 墳   1
ST 17号 墳   1   1
ST 19号 墳   1

1

2

2

1

合  計    15   7   2    2    26

また、各人骨の性別 、年令 な どは表 2に 示 した とお りである。

なお、この人骨群 の所属 時期 は、別稿 の考古学的所見 によ り、 5世紀 中頃 と

推定 されてい る。

計測方法は、Martin Saller(1957)に よったが、一部はHowe H s(1973)の 方法

で計測 を行 つた。また、歴骨の横径 はオ リビエの方法で計測 し、鼻根部 につい

ては鈴木 (1963)と 松 下 (1983d)の 方法 で、歯 は藤 田 (1949)の 方法 で小 山 田が計

測 し、婦歯の観察 も小 山田が行 なった。

表 2 出土人骨一覧  (Table 2。 List OI skeletons)

人骨番号  性別   年令    備    考

ST-011  男性   不 明

ST 01-2  男性   不 明    頭 蓋残 存 せず

ST 02-1  女性   壮 年     顔 面赤 色 顔料 、上 顎 骨 骨 増殖

ST 02 2  女性   熟 年     顔 面赤 色 顔料

ST-04   女性   壮 年     顔 面赤色 顔 料

ST-051  男性   熟 年     顔 面赤 色顔 料

ST 05-2  男性   壮 年

ST 06   男性   熟 年     顔 面 赤色 顔料 、上顎 骨 骨 増殖

ST 07   不 明  熟 年     脳 頭 蓋赤 色顔 料

ST-081  男性   壮 年

ST 08-2  男性   壮 ～熟年

ST-09-1  男性   熟 年

ST 09 2  不 明  熟 年     外 耳道骨 腫

ST-10   男性   不 明

ST H l  男性   熟 年     顔 面 赤色顔 料

ST H 2  女性   壮 年

ST― H3  女性   壮 年

ST 12   女性   成 年
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ST 13 1  女性  熟年

ST-13-2  男性  熟年    顔面赤色顔料、外 耳道骨腫

ST 15   男性   壮年    顔面赤色顔料

ST 16 1   -  小児    顔面赤色顔料

ST-16-2  男性  熟年     顔面赤色顔料 、外耳道骨腫、頚椎癒合

ST 17-1  男性   壮年

ST 17 2  女性  熟年

ST 19   男性   不 明    頭蓋残存せず

今 回比較 資 料 と して用 い たの は 、主 に 同 じえび の市 の灰 塚 、 平松 (松 下、 199

0b)、 小 本原 (松 下 、 1990b)の 各 地 下式横 穴墓 か ら出上 した古 墳 人 、「南 九州 山

間部 タイ プ」古 墳 人 、「宮崎 平野 部 Iタ イ プ」古墳 人 、「宮 崎平 野部 Ⅱタイ プ」古

墳人 で あ る。

所   見

広畑 古墳 人 群 の 中 に は他 の人 骨 と異 な る特徴 を もつ 個 体 が存在 す るの で、各

頭 蓋 に つい て記 載 してお きたい。 なお、各 骨 の 計沢J値 、平均 値 お よび標 準偏差

は文末 に一括 して掲 げた (表 14-表 39)。

A.頭 蓋

ST-0卜 1号 人 骨  (男 性 、年令 不 明 )

右側 頭 部 か ら後 頭 部 にか けて残 存 してい る。 計測 は で きない。 乳 様 突起 は あ

ま り大 き くな い。 右 側 の外 耳道 が観 察 で きた が 、骨 腫 は認 め られ ない。縫 合 は

ラム ダ縫 合 の右 側 部 が観 察 で きた が、外板 は 開離 して お り、 内板 も一部 が 開離

してい た よ うで あ る。

性別 は、 四肢 骨 の 大 き さ と形 態 的特徴 か ら男 性 と推 定 した。 年 令 は不 明で あ

る。

ST-02-1号 人 骨  (女 性 、壮 年 )

1.1図 頭 蓋

右側 半 が残 存 して い た。 径 は小 さく、前頭 部 は膨 隆 してい る。 乳 様 突起 はや

や長 い 。右 側 外 耳道 の観 察 で きた が、骨腫 は存 在 しな い。縫 合 は冠 状縫 合 の右

側 、矢 状縫 合 の前 部 、 ラム ダ縫 合 の右側 が観 察 で きた が 、冠 状 縫合 の 内板 の一

部 が癒 合 して い る以 外 はす べ て 開離 してい る。

頭 蓋 の三 主径 は計 測 で き なか ったが、頭 蓋 最 大幅 だ けは右 側 半 を 2倍す る こ

-5-



とによ り推定値 を算 出できた。その推定値は 〔1 3 2 11ull〕 で、値 は小 さい。また、

頭蓋最大長 も計沢Jで きないが、観察 した ところでは長 さは短 い よ うで、頭型 は

やや短頭 に傾 いていた もの と考 え られ る。

2.顔 面頭蓋

顔面部は左側 の頬骨か ら前頭骨頬骨突起 にか けて久損 してい るが、それ以外

の保存状態 は よい。眉上弓はほ とん ど隆起 してお らず、鼻根部 は狭 く、陥凹は

認 められ ないが、鼻骨の隆起は強い。

計測値は、上顔 高が 6 1 11ullで 、高径は小 さい。頬骨 弓幅 と中顔 幅は計測できな

いが、右側 半 か らの推定値 は、頬骨弓幅が〔1 2 4 11Lll〕 、中顔 幅が〔8 8 11ull〕 とな り、

これか ら示数値 を算 出す る と、上顔示数 が 〔49。 19〕 (K)、 〔69,32〕 (V)と な り、

強い低・広 上顔 の傾 向が認 め られ る。

眼害 は、眼宿幅が 42111111(右 )、 眼禽高が 3 3 11Lll(右 、左)で 、眼宙示数 は78.57(右 )

とな り、mes01onch(中 眼宿)に 属 している。鼻部 は、鼻幅が 2 3 11ull、 鼻高が 4 5 11ull

で、鼻示数 は51.Hと な り、 chamaerrhin(広 鼻)に 属 してい る。

鼻根部の計測値 は、前眼寄間幅が 15111111、 鼻根横弧長 が 2 0 11ullで 、鼻根彎 曲示数

は75,00で 、鼻骨 はかな り強 く隆起 してい る。 また 、鼻根角は 149度 、鼻根陥凹

示数は 12,90で あ る。

側面角は全側面角 が77度 、鼻側面角が79度 、歯槽側面角が72度 で、歯槽性突

顎の傾 向は弱 い。

下顎骨は右側 の下顎枝のみ残存 していた。下顎頭 は小 さく、下顎切痕は浅い。

3.歯

上顎歯は釘植 した状態で、下顎歯は遊離 した状態 で残存 していた。残存歯 を

歯式で示す と、久の とお りである。                    .

/M2MlP2PlC 1211 1l12C PlP2MlO/

///P2PlC 12111////////
咬耗 度 はBrOcaの 1～ 2度 で あ る。 なお 、 風 習 的 抜歯 の 痕

跡 は認 め られ ない。 歯 の咬 合形 式 は不 明 で あ る。

4.性 別 L年 令

性別 は、恥骨下角 が大きい こと

ないこ とか ら、女性 と推定 した。

も開離 してい るこ とか ら、壮年 と

/:不 明 (破 損 )

○ :歯槽開存

● :歯 槽 閉鎖

以下同 じ

や前頭 部 が膨 隆 し、眉 上 弓の 隆起 が認 め られ

年 令 は観 察 で きた縫 合 の大部 分 が 内外 両板 と

考 え られ る。

ｒ
ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ



ST-82-2号 人骨  (女 性、熟年 )

1.脳頭蓋

前頭骨、頭頂骨前部および右側頭骨前部が残存 している。頭頂部 の骨壁 は厚

く、外耳道 は右側 の観察が可能 であったが、骨腫 は認 め られ ない。縫合 は冠状

縫合、矢状縫合 とも内板はすべて癒合 してお り、外板 はまだ開離 してい る部分

が多い。

脳頭蓋の三主径 のいずれ も計浪」がで きず、また、観察 による頭型 の推根Jも 不

可能である。

2.顔 面頭蓋

左側 の頬骨 弓 と下顎骨が欠損 してい るが、それ以外 はほぼ完全である。 眉上

弓の隆起は弱 く、鼻根部の陥凹 も弱いが、鼻骨 は隆起 してい る。

計測値は、 中顔 幅 が 1 0 5 11ull、 上顔高 が 6 2 11ullで 、左側半か ら算 出 した頬骨 弓幅

が〔13211111〕 である。 したがつて、上顔 示数 は〔46。 97〕 (K)、 59,05(V)と な り、

著 しく低上顔 の傾 向が強い。

眼寄幅は4111111(右 )、 4 2 11ull(左 )、 眼宙 高は 3 4 11ull(右 )、 3 4 11ull(左 )で 、眼寄示数 は

82.97(右 )、 80。 95(左 )と な り、両側 ともmesOkonch(中 眼禽)に 属 してい る。 ま

た、鼻幅は 2 7 11ull、 鼻高は 4 8 11ullで 、鼻示数 は56.25と な り、chanaerrhin(低 鼻 )に

属 している。

鼻根部の計韻J値 は前眼禽 間幅が 18111111、 鼻根横弧長 が 2 2 11ullで 、鼻根彎 曲示数 は

81.82と な り、鼻骨がやや隆起 してい ることがわか る。鼻根角は145度 、鼻根 陥

凹示数 は 14,71で ある。前頭突起水平傾斜角 は計狽Jで きなかったが、観 察 した

ところでは どち らか といえば矢状方 向である。

側面角は全側面角 が84度 、鼻側 面角 が86度 、歯槽側面角が80度 で、歯槽 性 の

突顎は認 め られ ない。

3.歯

上顎 に歯 が釘植 していた。残存歯 は次の とお りである。

/● MlP2● ● 0● |○・
C P10● M2/

咬耗度は BrOcaの 1～ 2度 である。右側 の切歯群 と犬歯お よび左側 の側 切歯

が入 る歯槽が閉鎖 しているが、歯槽 の状態があま り健康 とはいいがたいの で、

これが風習的抜歯 の痕跡か どうか判断 しがたい。

4.性 別・ 年令

性別 は、恥骨下角 が大きいことや眉上 弓の隆起が弱い ことか ら女性 と推 定 し



た。年令 は、観察で きた縫 合での内板 がすべて癒合 してい ることか ら、熟年 と

考 えられ る。

S卜 04号 人骨 (女 性、壮年 )

1.B凶 頭蓋

右側 半が完全 に残存 していた。乳様突起お よび外後頭隆起 の発達 は悪 く、前

頭結節 はよく発達 している。外耳道 は右側 が観察できたが、骨腫 は認 め られ な

い。縫合は冠状縫合 とラムダ縫 合が観察 できたが、冠状縫合 の内板 の一部 に癒

合 が認 め られ る以外 はすべ て内外 両板 とも開離 してい る。

計測値は頭蓋最大長 が 1681111、 バ ジオン・ブ レグマ高が 12911111で ある。頭蓋最

大幅は計測できないが、右側半か ら推定値 を算 出す る と〔1 3 4 11ull〕 である。頭蓋

長幅示数 は〔79,76〕 、頭蓋長高示数 は 76。 79、 頭蓋幅高示数 は〔96.27〕 とな り、

頭型は nesO、 hypsi― 、metriokran(中 、高、中頭 )に 属す る。

2.顔 面頭蓋

脳頭蓋同様、右側 半が残存 していた。眉上弓の隆起 は弱いが、鼻根部 はやや

陥凹 している。 しか し、鼻骨の前方への隆起は弱い。計浪J値 は、顔 長が 9 6 11un、

顔 高は 1 0 5 11ull、 上顔高は 6 1 11ullで ある。 幅径 を右側半か ら推 定す る と、頬 骨 弓幅

は〔1 2 6 11ull〕 、_中 顔 幅が〔9 6 11ull〕 で、従 つて、顔示数 は〔83,38〕 (K)、 〔109.38〕 (V)、

上顔示数 は〔48,41〕 (K)、 〔63.54〕 (V)と な り、顔面は低・広顔傾 向が著 しい。

眼禽 は、眼宿幅が 40111111(右 )、 眼宙高が 32111111(右 )で 、眼宙示数 は80,00(右 )と

な り、mes01onch(中 眼宙 )に 属 してい る。 また、鼻部は鼻幅のみ計狽J可 能 で、 2

0 11ullと 狭い。

鼻根部は前眼省間幅が 19111111、 鼻根横弧長 が 2 2 11ullで 、鼻根彎 由示数 は86.36と

な り、鼻根の隆起は弱い。 また、鼻根角 は149度 、鼻根陥 凹示数 は 12,90で ある。

側面角 は、全 TRl面 角 のみ計浪J可 能 で、81度 である。

下顎骨 も右側半が残存 していたが、下顎角の部分を久損 している。下顎体 は

低 く、下顎切痕は浅い。

3.歯

上下両顎 とも歯が釘植 していた。また、下顎 の左 TRl半 の歯 も遊離 した状態 で

残存 していた。残存歯 を歯式で示す と、次の とお りである。

M3M2MlP2PlC 1211 1l12C PlP2MIM2M3

O 12C PlP2MlM2M3
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咬耗度はBrOcaの 1～ 2で ある。 なお、風習的抜歯の痕跡 は認 め られ ない。

また、歯の咬合形式 は針子状咬合 である。

4.性 別・年令

性別 は、恥骨 下角 が大 きい ことや眉上弓の隆起が弱い ことか ら女性 と推定 し

た。年令は、冠状縫 合の内板の一部 に癒合が認 め られ る以外 は、縫合が内外両

板 とも開離 してい る ことか ら、壮年 と考 え られ る。

ST-05-1号 人骨  (男 性 、熟年 )

1.脳頭蓋

左側 半がほぼ完全 に残存 していた。径 はやや 大 き く、乳様突起はやや大きい。

左側の外耳道 が観察 できたが、骨腫 は認 め られ ない。縫合 は三主縫合いずれ も

内板 は閉鎖 してい るが、外板 は開離 してい る。

計測値は、頭蓋最大長が 1 8 6 11ull、 バ ジオン・ブ レグマ高が 138111111で ある。また、

左側半か らの頭蓋最 大幅の推定値 は〔1 4 6 11ull〕 となる。頭蓋長幅示数 は〔78,49〕 、

頭蓋長 高示数 は 74.19、 頭蓋幅高示数 は〔94.52〕 とな り、頭型 は mesO、 oltho、

netriokran(中 、 中、 中頭)に 属 している。 また、正 中矢状弧長は 3 9 3 11ullと かな

り大き く、本頭蓋 は径 が大 きい こ とがわかる。

2.顔 面頭蓋

右側 を欠損 してい るが、それ以外の保存状態 は良好 である。眉上 弓はよく発

達 してお り、鼻根 に も弱い陥凹が認 められ、鼻骨 もやや 隆起 してい る。

計測値は、顔長が 102111111、 顔 高が H311ull、 上顔 高が 66111111で 、高径は小 さい。一

方、幅径 は計測 できないが、左側 半か らの推定値 は、頼 骨 弓幅が 〔1 4 2 11ull〕 、中

顔幅が〔1 0 4 11ull〕 とな り、顔 の幅径 は大 きい。顔示数 は〔79.58〕 (K)、 〔108,65〕 (

V)、 上顔示数 は 〔46.48〕 (K)、 〔68,46〕 (V)と 、いずれ も小 さな値 とな り、顔

面は強い低・広顔傾 向を示 してい る。

眼寄幅は 4 2 11ull(左 )、 眼宙高は 3 4 11Lll(左 )で 、眼寄示数 は80,95(左 )と な り、mes

olonch(中 眼宙)に 属 してい る。鼻幅は 27111111、 鼻 高は 5 0 11urlで 、鼻示数 は54.00と

な り、chamaerrhin(広 鼻 )に 属 してい る。

鼻根部は前 眼宙間幅が 2 1 11ullと やや大きく、また、鼻根横弧長 は 2 5 11ullで 、鼻根

彎 曲示数 は84.00と な り、鼻骨 の隆起 は強 くない。前頭突起水平傾斜角 は計沢J

できないが、前頭突起の向きはやや全額方 向で ある。また、鼻根角 は135度 、

鼻根陥凹示数 は 16.13で ある。

下顎骨は左側 半が完全 に残存 してい る。下顎骨のサイ ズは大きい ものではな
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いが、下顎体 はかな り厚 く

やや深 く、下顎角 は外反 し

3.歯

上下両顎 には歯 が釘植

///PlO O O

/////CO

咬耗度はBrOcaの 2～ 3

頑丈 で あ る。 下顎枝 はや や 長 い。 また、 下顎切 痕 は

てい る。

してい た 。 残存歯 を歯式で示す と、次の とお りである。

2C PlP2M10 ●OiO I

○ O O MlM2●

風習的抜歯 の痕跡 は認 め られ ない。歯の

OiO O

度 で あ る。

咬合形 式は不 明であ る。

4.性 別 B年 令

性別 は、肩上 弓の発達が良好で、四肢骨 も大 きい こ とか ら、男性 と推定 した。

年令は、三主縫合 とも内板 が閉鎖 してい ることか ら、熟年 と考えられ る。

ST-05-2号 人骨  (男 性、壮年 )

1.脳 頭蓋

右側 後頭部 を欠損 してい る。径 は さほ ど大き くない が、乳様突起 は短 くて大

きい。左側外 耳道 の観察ができたが、骨腫は認 め られ ない。縫合は冠状縫合、

矢状縫 合が観 察 できたが、いずれ も内外両板は開離 してい る。

計測値は、バ ジオ ン・ブ レグマ高が 1 3 8 11ullで ある。頭 蓋長幅示数は算出できな

かつたが、観 察 によって推定す ると、頭型 は中頭型 の よ うである。

2.顔 面頭蓋

顔面頭蓋は完全 で ある。眉上弓 と眉 間の隆起 は強 く、鼻根部 も弱 く陥凹 し、

鼻骨はやや高 く隆起 してい る。

計測値は、顔長 が 102111111、 頬骨 弓幅 が 1 3 4 11ull、 中顔 幅 が 1 0 2 11ull、 顔高が H O lllll、

上顔高が 64111111で 、高径 が極端に小 さな値 を示 してい る。 そのため、顔示数 は82.

09(K)、 107.84(V)、 上顔示数 は47.76(K)、 62。 75(V)と 、いずれ も小 さく、

顔面は著 しく低・広顔傾 向が強い。

眼宙幅は4 2 11ull(右 )、 4 0 11ull(左 )、 眼寄高は3 2 11ull(右 )、 33111111(左 )で 、眼禽示数は

76.19(右 )、 82.50(左 )と な り、両側 ともmesokonch(中 眼宙)に 属 してい る。鼻

幅は 27111111、 鼻高は 49111111で 、鼻示数 は54.00と な り、 chanacrrhin(広 鼻)に 属 して

い る。

鼻根部は前眼禽 間幅が 19111111、 鼻根横弧長が 2 5 11ullで 、鼻根彎 曲示数 は76.00と

小 さく、鼻根部の隆起が強い ことが うかがえる。前頭突起水平傾斜角は計浪Jは

できなかつたが、前頭突起 はやや矢状方 向を向いてい る。また、鼻根角は 144
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度 、鼻 根 陥 凹示数 は 18,75で あ る。

側 面 角 は 、全側 面角 が 86度 、鼻側 面角 が 88度 、歯槽 側 面角 が 79度 で、歯 槽 性

の突顎 の傾 向 は認 め られ な い。

下顎 骨 は右 側 の第 一 大 臼歯 よ り後 方 の 部 分 が欠損 してい る。 径 は小 さ く、 き

や しや で あ る。 と くに下顎 体 の後 部 は低 い。 下 顎枝 も細 く、 下顎切 痕 は 浅 い が 、

下顎 角 は強 く外反 してい る。

3.歯

上下両顎 とも歯が釘植 していた。残 存 歯 を歯 式 で示 す と、 次 の とお りで あ る。

12C PlP2MlM2M3M3M2MlO O O O O io

/M2MIP2PlC 12111 1
咬耗 度 はBrOcaの 1度 で あ る。

三大 臼歯 は歯 根 が未 完 成 で あ る。

l12C PlP2h/1lM2� 笙3

また 、両側 の上顎 第 二大 臼歯 、左側 の 下 顎 第

風 習 的 抜 歯 の痕跡 は認 め られ ない。歯 の 咬 合

形式は不明である。

4.性 別・ 年令

性別 は、恥骨下角が小 さく、眉上弓 と眉 間の隆起が強い こ とか ら、男性 と推

定 した。年令 は、観察 できた冠状縫合 と矢状縫合が内外両板 とも開離 してい る

ことか ら、壮年 と考 え られ る。

ST-08号 人骨  (男 性、熱年 )

1.脳 頭蓋

右側 半が残存 してい る。径 はあま り大 き くないが、乳様突起 は大 きい。 右側

の外耳道が観 察できたが、骨腫 は認 め られ ない。三主縫合の内板はほとん どが

癒合 閉鎖 している。外板 では冠状縫合が開離 してい るが、その他は外板 も癒 合

してい る。

計測値 は、頭蓋最大長が W61xull、 バ ジオ ン・ブ レグマ高が 1 3 5 11tlllで ある。右側

半 よ り頭蓋最大幅を算 出す ると〔1 3 6 11ull〕 とな り、頭蓋長幅示数 は〔77.27〕 、頭蓋

長高示数 は 76.70、 頭蓋幅高示数 は〔99。 26〕 とな り、頭型 はmesO、 hypsi一 、 akf

okttn(中 、高、尖頭 )に 属 している。 また、正 中矢状弧長 は 8 6 7 11ullで ある。

2.顔 面頭蓋

左頬骨 と頬骨弓を久損 してい るだけで、その他の保存状態 は良好 である。眉

上弓は隆起 し、鼻根部にも弱い陥凹が認 め られ る。 また、鼻根部は狭 く、鼻骨

の隆起 は強 く、鼻骨 は長い。

計測値 は、顔長が 102111111、 顔高は 124111111、 上顔 高は 70111111で 、高径はかな り大 き
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い。一方、幅径 は右側半か ら推 定すれ ば、頬骨 弓幅が 〔13411111〕 、中顔幅 が 〔9 6 11ull〕

と、やや小 さい。示数値は、顔示数 が 〔92.54〕 (K)、 〔129.17〕 (V)、 上顔 示数

は〔52.24〕 (K)、 〔72,92〕 (V)と 、いずれ も大 きな値 を示 し、顔面には狭・高顔

傾 向が認 め られ、本例の顔面頭蓋 は他 の例 とは異なる特徴 を示 してい る。

眼禽幅は 4 1 11ull(右 )、 4 0 11ull(左 )、 眼宙高は 3 2 11ull(右 、左)で 、顔示数 は78.05(右 )

、80,00(左 )と な り、両側 ともmesOkonch(中 眼宙)に 属 してい る。鼻 幅は 2 5 11ull、

鼻高は 5 2 11ullで 、鼻示数は48,08と な り、nesOrrhin(中 鼻)に 属 してい る。

鼻根部は前 眼寓間幅が 1 7 11ull、 鼻根横弧長が 2211111で 、鼻根彎 曲示数 が 77.27と

な り、鼻骨 の隆起は強い。前頭突起水平傾斜角 の計測 はできないが、前頭突起

の向きは矢状方 向を向いてお り、その角度 はか な り小 さい と考え られ る。 また、

鼻根角 は 138度 、鼻根陥凹示数 は 13.33で ある。

下顎骨は、右側半が完全 である。 下顎体 は正 中部 で高いが、後部 は低 い。下

顎枝は幅広 く、下顎切痕は浅いが、筋突起は大 きい。 下顎角 は外反 してい る。

3.歯

上下両顎 とも歯が釘植 してい る。残存歯 を歯 式で示す と、次の とお りである。

M3M2MIP2PlC 1211 110 C PlP2W征 l �12 W笙 3

M30 MlP2PlC 121lI 11 12C PlP2N/1l M 2W13

風 習 的 抜 歯 の 痕 跡 は認 め られ な い 。 ま た 、咬耗 度 はBrOcaの 2～ 3度 で あ る。

歯 の咬合形 式 は鋏 状 咬合 で あ る。

4.性 別 日年令

性別 は、恥骨下角が小 さく、届 上 弓 も隆起 してい ることか ら、男性 と推 定 し

た。年令は、三主縫合の うち冠状縫合 を除 く縫 合が内外両板 とも癒 合開鎖 して

い るこ とか ら、熟年 と考え られ る。

ST-07号 人骨  (性別不明、熟年 )

前頭骨前頭鱗上部か ら頭頂骨前部 にいたる部分 と、遊離歯が 2本残存 してい

たにす ぎない。縫 合は冠状縫合 と矢状縫合の=部 が観 察できたが、 内板 は両者

とも癒合 し、外板 は開離 してい る。

上顎 の遊離歯 を歯式で示す と、次 の とお りである。

/M2M1/////1

なお、咬耗度はBIocaの 2度 である。

性別 は不明であるが、年令は、縫 合の癒合状態か ら熟年 と推定 した。
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ST-08-1号人骨  (男 性 、壮年 )

1.頭 蓋

前頭骨 と左側頭部 か ら後頭部の下部 にかけてが残存 してい る。乳様突起は大

きく、外後頭 隆起の発達 も良好である。右側の外耳道 が観察 できたが、骨腫 は

認 められ ない。縫合 は前頭縫合、矢状縫合の ご く一部 お よび ラムダ縫合が観察

できたが、いずれ も内板、外板 ともに開離 している。右側外耳道の観察が可能

であつたが、骨種 は存在 しない。 また、眉上弓の隆起 は強い。

下顎骨 は歯槽部分 が破損 してお り、計測はで きなかったが、下顎体の径 はそ

れほど大 き くない よ うであ る。下顎角はやや外反 してい る。

脳頭 蓋 も顔 面頭蓋 も計測 はできなかった。

2.歯

下顎歯が、右側 は釘植 した状態 で、左側 は遊離 した状態 で残存 していた。残

存歯を歯式で示す と、次の とお りである。

○ ● Ml● PlC O /1/ / C PlP2M1/ /

咬耗度 はBrOcaの 2度 で、風習的抜歯の痕跡 は認 め られ ない。

3.性 別・ 年令

性別は、恥骨下角が小 さい ことや外後頭 隆起の発達が良好 な ことか ら、男性 と

推定 した。年 令は、観察で きた縫合が内外両板 とも開離 してい るこ とか ら、壮

年 と考 え られ る。

ST-08-2号 人骨 (男 性、壮年～熱年 )

左側頭頂骨 の後部 か ら左側側側頭骨お よび左側後頭骨 の一部が残存 している。

乳様突起は先端 が欠損 しているものの、残存部 を観察す るかぎ り発達がよかつ

た と考 え られ る。 また、乳突上稜 の隆起 も著 しい。左側外耳道の観察できたが、

骨腫 は存在 しない。縫合 は ラムダ縫合の観察で きたが、内板 にはまだ縫 合が認

め られ 、外板 も開離 してい る。

性別 は、乳様突起 が大 き く、乳突上稜 もよく発達 してい ることか ら、男性 と

推定 した。年令は、縫 合の癒合状態か ら壮年末 か ら熟年初頭 頃 と考 えられ る。

ST-09-1号 人骨  (男 性、熟年 )

前頭骨、後頭骨お よび左側上顎骨歯槽突起のそれぞれ一部 が残存 している。

眉上弓の一部 が観察 できたが、かな り隆起 しているよ うである。 また、骨壁 は
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厚 く、上項線 の隆起 も強い。縫合は冠状縫合 とラムダ縫 合の一部が観察 できた

が、両者 とも内板 は完全に癒合 してお り、外板 も一部 で癒合が始 まっている。

上顎骨 の歯槽 には歯 は釘植 してお らず、すべて開存 していた。 また、遊離歯が

一本残存 していた。 上顎の歯槽 の状態を歯式で示す と、次の とお りである。

O O O P1////1

咬耗度はBrOcaの 2度 である。

性別 は、眉上 弓が隆起 してい ることか ら、男性 と推 定 した。年令 は、縫合の

癒合状態か ら熟年 と考えられ る。

ST-09-2号 人骨  (性 別不明、熟年 )

前頭骨の一部 と左側頭骨岩様部 とが残存 してい る。左側外耳道 は観察可能で、

後壁に弱い骨腫 が認 め られ る。縫合は前頭縫合 の一部 が観察できたが、 内板 は

完全に癒合 してお り、外板 も癒合が進行 してい る。

性別 は不 明であ るが、年令 は、縫合の閉鎖状態か ら熟年 と考え られ る。

ST-18号 人骨  (男 性、年令不明 )

生.頭 蓋

顔面頭蓋が残存 していた。眉上 弓 と眉間は著 しく隆起 してお り、鼻根部の陥

凹 も深 い著 しく幅径 が大き く、高径が小 さい。

計浪J値 は、上顔 高が 62111111と 、男性 としてはか な り小 さい。 中顔幅 を右側半か

ら算出す ると〔1 0 6 11ull〕 とな り、上顔示数は〔58.49〕 と、小 さな値 を示 し、顔面は

著 しく低上顔 である。

眼禽 幅は 4 4 11ull、 眼宙高は 3 2 11ullで 、眼禽示数は 72.73と な り、chanackonck(低

眼禽)に 属 してい る。鼻幅は 3 2 11ullで 、著 しく広 く、鼻高は 4 6 11ullで 、鼻示数 は69.

57と な り、hyperchanaerrhin(過 広鼻)に 属 している。 また、前頭突起水平傾斜

角は計測できないが、観察 した ところ前額方向を向い ているよ うである。

下顎骨は、下顎体 の下縁 を欠損 した右側半が残存 している。下顎体 も厚 く、

下顎枝 も幅広 く、 下 顎切痕 は浅 い。

2.歯

上下 両顎 には歯 が 釘植 してい た。残 存 歯 を歯 式 で 示 す と、 次 の とお りで あ る。

12C PlP2‐ L1l�12 M 3A/13�鉦2MlP2PlC 1211

1l12C PlP2M1//
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咬耗度はBfocaの 2度 である。風習的抜歯 の痕跡 は認 め られ ない。また、歯

の咬合形式は鉗子状 咬合である。

3.性 別 。年令

性別 は、眉上弓 と眉 間が著 しく隆起 している ことか ら、男性 と推定 したが、

年令 は不明である。

ST-11-1号 人骨  (男 性、熟年 )

1.脳 頭蓋

右側端が欠損 してい る。径 はやや大き く、乳様突起 はそれ ほ ど大 きくはない。

外耳道 は両側 とも観 察 できたが、骨腫 は認 め られない。縫合 は右側 のラムダ縫

合以外 は観察が可能 で、内板 はいずれの縫合 もほぼ癒 合 している。外板 で も矢

状縫合 とラムダ縫合 では大部分が癒合閉鎖 しているが、冠状縫合ではまだ開離

してい る。

計測値は、頭蓋最 大長が 1 8 8 11ull、 バ ジオ ン・ブ レグマ高が 1 3 8 11ullで ある。頭蓋

最大幅 を右側半か ら算 出す ると、〔1 3 8 11ull〕 とな り、頭蓋長 幅示数 は〔72。 34〕 、頭

蓋長高示数 が 73.40、 頭蓋幅高示数が〔100.00〕 とな り、頭型 はdolicho、 ortho

―、 akroと ran(長 、 中、尖頭)に 属 している。 また、正 中矢状弧長 は3 8 5 11ullで ある。

2.顔 面頭蓋

右側頬骨の外側部 と頬骨 弓が久損 してい る以外はほぼ完全 である。眉上弓は

わずか に隆起 してい るが、鼻根部 は広 くて、やや扁平 である。 また、眼害 は高

く、歯槽性突顎傾 向が著 しい。

計測値は、顔長 が 108皿 、顔高が 1 2 1 11ull、 上顔 高が 69111111と 、高径はやや大 きい。

幅径 を左側 半か ら算 出す る と、頬骨弓幅は〔1 4 2 11ull〕 、 中顔 幅は〔108111111〕 とな り、

顔示数 は〔85。 21〕 (K)、 〔112.04〕 (V)と 、やや大 きな値 を、上顔示数は〔48。 59〕

(K)、 〔63。 89〕 (V)と 、小 さな値 を示 してい る。す なわち、顔面 は低上顔 で、

高顔 で ある。

眼筒 幅は 42111111(右 、左 )、 眼禽高は36111111(右 、左)で 、眼禽示数 は85,71(右 、左 )

とな り、hypsikonch(高 眼禽)に 属す る。鼻幅は 30111111、 鼻高は 54111111で 、鼻示数 は

55。 66と な り、 chanaerrhin(広 鼻)に 属す る。

鼻根部は前眼禽 間幅が 2 2 11ull、 鼻根横弧長が 2 6 11ullで 、鼻根彎 由示数 は84.62と

な り、鼻骨の隆起 はやや弱い。前頭突起水平傾斜角は68度 で、前頭突起は矢状

方 向を向いてい るが 、鼻骨 は広 く、鼻根部 は扁平である。 また、鼻根角は 142
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度、鼻根陥凹示数 は 13.33で ある。

側面角は、全側 面角が82度 で、鼻側面角 は 87度 、歯槽側面角 は58度 で、歯槽

性突顎傾 向が かな り強い。

下顎体は正 中部 で高 く、大臼歯部で低 く、下顎枝 は幅広い。

3.歯

上下両顎 とも歯が釘植

//MlP2PlC I

してい た。残 存歯 を歯 式 で示 す と、次 の とお りで あ る。

2111 1l12C PlP2Mlむ V12

/M2/● OC I

咬耗度はBrOcaの 2～

損 と考 え られ る。 なお、

式は針子状咬合 である。

本頭蓋は、長頭型 で、

人的特徴が頭著 である。

211l 1l12C PlP2MlM2M3

4.性 別 日年 令

性別 は、恥 骨 下角 が小 さい こ とか ら、男 性 と推 定 した。 年 令 は観 察 で きた縫

合 の 内板 が い ず れ もほぼ癒 合 してお り、矢 状縫 合 とラム グ縫 合 では外板 に も癒

合 が認 め られ る こ とか ら、 熟年 の後 半頃 と考 え られ る。

ST-11-2号 人 骨  (女 性 、 壮 年 )

1.脳 頭 蓋

右側 の約 1/3が 欠損 してい る。 前頭 部 は丸 く、 乳 様 突起 は あ ま り大 き くない。

左側 の 外 耳道 が観 察 で きた が、骨腫 は認 め られ ない。 縫 合 は観 察 で きた二 主縫

合 の うち冠 状 縫 合 の 内板 の 一部 が癒 合 してい る以 外 はす べ て 内外 両板 と も開離

してい る。

計測 値 は 、頭 蓋最 大 長 が 1 8 2 11ull、 バ ジオ ン・ブ レグマ 高 は 1 3 8 11ullで あ る。左側

半 よ り頭 蓋 最 大 幅 を推 定す る と〔138111111〕 とな り、頭 蓋長 幅 示数 は 〔75,82〕 、頭 蓋

長 高示 数 が 70。 33、 頭 蓋 幅 高示数 が 〔100.00〕 とな り、頭型 はmesO、 oftho― 、 ak

rokran(中 、 中、 尖頭 )に 属 してい る。 ま た 、正 中矢 状 弧 長 は 382111111で あ る。

2.顔 面 頭 蓋

右側 の一部 を欠 損 してい るが 、 ほぼ完 全 で あ る。 眉 上 弓の 隆起 は 弱 く、鼻根

部 は広 くて、 扁 平 で あ る。

計淑J値 は、 顔 長 が 100111111、 中顔 幅が 98111111、 顔 高 が 1 0 3 11ull、 上顔 高 が 6 2 11ullで 、高

3度 である。 なお、上顎左側第二大臼歯 は先天性の欠

風習的抜歯の痕跡 は認 め られ ない。 また、歯の咬合形

鼻根部 は扁平であ り、歯槽性 の突顎が著 しいな ど中世
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径は著 しく小 さい。頬骨弓幅は計測できなかつたが、左側半か らの推定値 は〔1

86111111〕 となる。顔 示数 は〔75,74〕 (K)、 105,10(V)、 上顔示数 は〔45.59〕 (K)、 6

3.27(V)と 、か な り小 さな値 を示 し、顔面は著 しく低・広顔傾 向が強い。

眼禽幅は 4 3 11ull(右 、左 )、 眼宿高は 38111111(右 )、 3111111(左 )で 、眼密示数 は76.74

(右 )、 72.09(左 )と な り、右側 はmesOkoach(中 眼禽 )、 左側 はchamactPaCh(低 眼

寓)に 属 してい る。また、鼻幅は 2 9 11ull、 鼻高は 4 6 11ullで 、鼻示数 は63.04と な り、

とyperchanaerrhin(過 広鼻)に 属 してい る。

鼻根部は前 眼害間幅が 2 1 11ull、 鼻根横弧長が 2 5 11ullで 、鼻根彎 曲示数 は84.00と

な り、鼻骨 の隆起 は弱い。前頭突起水平傾斜角 は計測 で きないが、観察 した と

ころ、前頭突 起 は矢状方向を向いてい る。また、鼻根角 は154度 、鼻根 陥凹示

数 は 10,71で ある。

側面角は、全側 面角が84度 、鼻側面角が90度 、歯槽側 面角が63度 で、歯槽性

の突顎 の傾 向が強い。

下顎骨は左側 がほぼ完全 に残存 してい る。 きや しやで、高径 が低 く、下顎切

痕は浅い。

3.歯

上下 両顎 に は歯 が釘植 してい た。残存歯 を歯 式 で示す と、次の とお りである。

12C O● Ml● ●● 0● P2● C121lI 11

////PiC 1211 1l12C PIP20● ●

咬耗度はBfocaの 3度 である。 なお、風習的抜歯 の痕跡 は認 め られ ない。ま

た、歯 の咬合形式 は鉗子状咬合である。

4.性 別 日年令

性別 は、眉 上 弓の隆起が弱い ことか ら、女性 と推 定 した。年令は、縫合 の大

部分が 内外両板 とも開離 してい ることか ら、壮 年 と考 え られ る。

ST-1卜 3号 人 骨  (女 性、壮年 )

1.1凶頭蓋

右側 後頭部 を欠損 していた。前頭結節 の発達 は弱いが、前頭部は丸 く、乳様

突起は小 さい。左側 の外耳道が観察できたが、骨腫 は認 め られ ない。三主縫合

はいずれ も内板 、外板 ともに開離 してい る。

計測値は、頭蓋最大長が 1 7 6 11ull、 バ ジオ ン・ブ レグマ高が 1 2 8 11ullで ある。 また、

左側半か らの頭蓋最 大幅の推定値 は〔136皿〕であ る。頭蓋長幅示数は〔77.27〕 、
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頭蓋長 高示数 が 72.73、 頭蓋幅高示数 が〔94.12〕 とな り、頭型 はmeso、 orio、

metrioと ran(中 、 中、 中頭)に 属 してい る。

2.顔 面頭蓋

右側 頬骨お よび頬骨 弓が久損 してい る。眉上 弓の隆起 は弱 く、鼻根部 は著 し

く広 く、扁平 である。

計測 値 は、左側半か らの頼骨弓幅の推定値が 〔138111111〕 、中顔幅は 1 0 7 11ull、 顔

高が 106111111、 上顔 高が 6 2 11ullで 、高径が著 しく小 さい。従 つて、顔示数は〔76.81〕

(K)、 99.07(V)、 上顔示数 は〔44.98〕 (K)、 57,94(V)と な り、いずれ も小 さ

な値 を示 し、低・広顔傾 向が著 しく強 い。

しか し、眼害は眼衛幅が 3 9 11ull(左 )、 眼簡高が 35111111(右 )、 34111111(左 )で 、眼宿示

数 は87.18(左 )と な り、hypsitonch(高 眼宙)に 属 してい る。 また、鼻部 は鼻幅

が 2 9 11ull、 鼻高 が 4 6 11ullで 、鼻示数 は63.04と な り、hyperchanaerrhin(過 広鼻)に

属 してい る。

鼻根 部 は前 眼禽 間幅が 2 2 11ull、 鼻根横弧長が 2 4 11ullで 、鼻根彎 曲示数 は91,67と

な り鼻根部 は著 しく扁平で ある。 また、鼻根角 は 143度 、鼻根 陥凹示数 は 15.15

である。

側面角 は、全側面角が80度 、鼻側面角 が85度 、歯槽側面角 が66度 で、歯槽性

の突顎 が認め られ る。

下顎 骨体 は低 く、下顎枝 は幅広 く、下顎切痕 は浅い。

3.歯

上下 両顎 とも歯 が釘植 していた。残存歯 を歯 式で示す と次 の とお りである。

M2MIP2PlC 1211 // C PlP2MlM2
/// P2PIC 121lI 1112C PIP2MlM2/
なお、上顎 の両側 の第二大臼歯 は歯槽 の状態 か ら先天性 的 に欠損 してい る。

咬耗度 はBrOcaの 1度 である。

4.性 別 日年令

性別 は、眉 上弓の隆起が弱い ことか ら、女性 と推定 した。年令は、三主縫合

がすべ て内外 両板 とも開離 してい ることか ら、壮年 と考 え られ る。

ST-13-1号 人 骨  (女 性、熱年 )

1.1図 頭蓋

右側 半が残存 していた。 前頭結節 は観 察 できないが、前頭部 は膨 隆 してい る。
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また、乳様突起 は小 さい。右側の外耳道が観察 できたが、骨腫 は認 め られ ない。

三主縫合の うち冠状縫合 と矢状縫合は内外両板 とも癒合 してい るが、ラムダ縫

合で内板は癒合 してお り、外板 はまだ開離 してい る。

計測値は、頭蓋最大長が 1 7 9 11ull、 バ ジオン・ブ レグマ高は 1 8 7 11ullで 、長 さは長

い。頭蓋最大幅は計測できないが、右側半か らの推定値は〔1 8 6 11ull〕 とな り、頭

蓋長幅示数 は〔75。 98〕 、頭蓋長 高示数 が76.54、 頭蓋幅高示数 が〔100,74〕 で、頭

型はmesO―、hypsi、 akloと にran(中 、高、尖頭)に 属 してい る。また、正 中矢状

弧長は 3 7 5 11ullで ある。

2.顔 画頭蓋

右側 半が残存 してい るが、眼禽 の上外側部お よび鼻骨 は欠損 している。眉上

弓の隆起は弱 く、鼻根部は鼻骨 が久損 してお り、鼻根部の形態は不 明である。

計浪J値 は、顔長が 9 8 11ull、 上顔高が 5 8 11ullで 、高径 は著 しく小 さい。幅径 は計測

でないが、右側 半か らの推定値 は、頬骨 弓幅が 〔180111111〕 、 中顔幅が〔9 6 11ull〕 で、

上顔示数 は〔44.62〕 (K)、 〔60。 42〕 (V)と な り、顔面は著 しく低上顔 である。

限筒 は計測 できないが、眼禽高は低い。鼻幅 は 2 6 11MIl、 鼻高は 4 7 11ullで 、鼻示数

は55,32と な り、chamacrrhin(広 鼻)に 属 してい る。

側面角は計測 できなかつたが、観察 した ところでは歯槽性 の突顎傾 向がみ ら

れ る。

下顎骨の保存状態 は悪い。

3.歯

上顎歯 は釘植 した状態で、下顎歯 は遊離 した状態 で残存 している。残存歯 を

歯式で示す と、次の とお りである。

O M2MlP2● C O ● iO 120●  P2M10/
////P1///1////P2///
咬耗度はBrOcaの 2～ 3度 である。歯槽 の状態 は健康でない。風習的抜歯の

痕跡は認 め られ ない。 また、歯 の咬合形式は不 明である。

4.性 別 。年令

性別 は、眉上弓の隆起が弱い ことか ら、女性 と推定 した。年令 は、三主縫合

の内板 がすべて癒合 し、冠状縫合 と矢状縫合 は外板 も癒合 していることか ら、

熟年の後半頃 と考 え られ る。

ST… 13-2号 人骨  (男 性、熟年 )



1.脳頭蓋

右側 半がほぼ完全 に残存 してい る。径 は大き く、乳様突起 は長い。外耳道 は

右側のみ観察可能 で、軽度 の骨腫 が前後両壁 に認 め られ た。三主縫合 とも内板

はほぼ癒合 閉鎖 してい るが、外板 はまだ開離 して い る。

計測値は、頭蓋最大長が 1 9 1 11ullで 、バジオ ン・ブ レグマ高が 1 4 2 11ull、 右側 半か

ら推定 した頭蓋最大幅が〔1 4 2 11ull〕 で、脳頭蓋の径 はいずれ も大 きい。頭蓋長幅

示数 は〔74.35〕 、頭蓋長高示数 は74.35、 頭蓋幅高示数 は〔100.00〕 で、頭型 は do

lico― 、ortho― 、 akloと ran(長 、中、尖頭 )に 属 してい る。

2.顔 面頭蓋

左側 の頬骨お よび前頭骨眼寄部 が欠損 してい る。眉 上 弓はやや強 く隆起 し、

鼻根部 は陥凹 してい る。

計測値は、顔長が 105111111、 顔高は (1 2 1 11ull)、 上顔高は 6 6 11ullで ある。 また、幅径

は計測 できないが、右側半か ら推定すれ ば、頬骨弓幅 は〔1 3 6 11ull〕 、中顔幅は〔10

0111111〕 で、上顔示数 は〔48.53〕 (K)、 〔66.00〕 (V)と な り、顔面 は低上顔である。

眼衛幅は 43111111(右 )、 眼宙高は 3 2 11ull(右 )で 、眼宿示数 は74.42(右 )と な り、 cha

mactonch(低 眼宿)に 属 している。鼻幅は 2611111、 鼻高は 4911111で 、鼻示数 は58.06

とな り、chamacrrhin(広 鼻)に 属 してい る。

鼻根彎 曲示数 は算 出できないが、鼻骨の隆起 は著 しく強 く、鼻は高い。鼻根

角 はH9度 と小 さく、鼻根陥凹示数 は27,59と 大 きい。

側面角は、全側面角 が82度 、鼻側面角が86度 、歯槽側 面角 が70度 で、歯槽性

突顎の傾 向は弱い。

下顎骨は下顎体 は高 く、下顎枝 は大 きい。下顎角 はやや外反 している。下顎

切痕 はやや深 い。

3.歯

上下両顎 には歯 が釘植 していた。残存歯 を歯式で示す と、次の とお りである。

M3M2MlP2PlC 1211 1l12C PlP2MlM2

M3M2X/1lP2PlC 1211 11////MlM2M3
咬耗度はBrOc仔の 1～ 2度 である。 なお、上顎右側 の第 二大 臼歯 は矮小歯 で、

上顎左側の第二大 臼歯 は歯槽の状態か ら先天性 の久損 と考 え られ る。風習 的抜

歯 の痕跡は認 め られ ない。 また、歯 の咬合形式 は鉗子状咬合 である。

4.性 別 口年令

性別 は、恥骨下角 が小 さいことと眉上 弓の隆起が強い ことか ら、男性 と推定



した。年令 は、三主縫合の 内板 が癒合 してい る ことか ら、熟年 と考 え られ る。

S卜 15号 人骨  (男 性 、壮年 )

1.脳 頭蓋

右側 の大部分が残存 してい る。外後頭 隆起の発達は悪いが、頭蓋 の径 は大 き

く、乳様突起 もやや大 きい。右側 の外耳道が観 察できたが、骨腫 は存在 しない。

縫合は三主縫合 とも内外両板 が開離 してい る。

計測値は、頭蓋最大長が 1 9 3 11ull、 バ ジオ ン・ブ レグマ高が 1 4 3 11ull、 右側 半か ら

推定 した頭蓋最大幅が〔154111111〕 と、頭蓋の径 は著 しく大きい。頭 蓋長 幅示数は

〔79.79〕 、頭蓋長高示数 は 74.09、 頭蓋幅高示数 は〔92.86〕 で、頭型 はmesO、 ol

tho一 、metriokttn(中 、 中、 中頭)に 属 してい る。また、正 中矢状弧長 は 3 9 4 11ull

である。

2.顔 面頭蓋

右側 頬骨 、上顎骨 お よび前頭骨 の眼害部 が残 存 している。残存 した骨片 は多

いが、顔面は復元できなか つた。眉上弓の隆起 は著 しく強 く、「ST 16-2」 と同

じ程度 に強 く隆起 している。従 つて、鼻根部 は深 く陥凹 してい る。 また、眼宿

は残存部か ら推測す る と低 眼宿 と考 え られ る。

3.歯

上下 両顎 と も歯 が釘植 してい た。

M3//P2PlC 1211l 11
M8M2M1// C 120 12C PIP2MlM2M3

風 習 的 抜 歯 の痕 跡 は 認 め られ な い 。 ま た 、咬耗 度 はBrOcaの 1～ 2度 で あ る。

歯 の咬 合 形 式 は針 子 状 咬合 で あ る。

4.性 別 B年令

性別 は、眉上弓の隆起が著 しく強い ことか ら、男性 と推定 した。年令 は、三

主縫合 の内外 両板がまだ開離 してい ることか ら、壮年 と考 え られ る。

ST-16-2号 人骨 (男 性 、熟年 )

1.脳 頭蓋

後頭 部が欠損 してい るが、他 は完全である。頭蓋冠 は頭頂都 中央 で丸 く突 出

してい る。乳様突起 は大 きい。外 耳道は両側 とも観察可能 で、両側 に比較 的大

きな骨腫が認 め られ た。三 主縫合 の うち冠状縫 合、矢状縫合の観察 ができたが

残 存 歯 を歯 式 で示す と、 次 の とお りで あ る。

12C PlP2MlM2Ⅲ y13
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両縫合 とも内板 は完全 に癒合 し、外板 は矢状縫合の一部 で癒合 してい るほかは

開離 している。

計測値は、頭蓋最大幅が 1 4 5 11ull、 バ ジオ ン・ブ レグマ高が 141111111で 、頭 蓋幅高

示数は97.27と な り、metriokr側 (中 頭)に 属 してい る。頭 蓋最大長 は計測 でき

ないが、観察 によ り推測す るか ぎ り短頭 ではな く、中頭型 と考 え られ る。 また、

横弧長 は 3 2 6 11ullで 、大 きい。

2.顔 面頭蓋

完全 である。眉上 弓の隆起 は著 しく強い。鼻根部の陥凹 も著 しく深 く、鼻骨

は強 くせ りだ し、鼻 は高 く、鼻根部 は縄文人その ものである。 また 、頬骨 も著

しく張 り出 し、顔 の幅径 は広い。

計測値は、顔長 が 1 0 0 11ull、 頬骨 弓幅 が 1 4 4 11ull、 中顔幅 が 1 0 8 11ullで 、顔 高は H511ull、

上顔高は63皿 を示 し、幅径 が大 き く、高径が小 さい。従 つて、顔 示数 は 79.86

(K)、 106.48(V)、 」三顔示数 イま43,75(K)、  58183(V)と な り、 いず れ も月ヽ さな

値 を示 し、顔 面には著 しい低 。広顔傾 向が認 め られ る。

眼宿幅は 4 4 11ull(右 、左 )、 限宿高 は 3 2 11ull(右 、左)で 、眼宿示数 は 72,73(右 、左 )

とな り、chamaekonch(低眼害)に 属 してい る。鼻幅が 2 6 11BIl、 鼻高が 5 0 11ullで 、鼻

示数は52.00と な り、chamaeHhin(広 鼻)に 属 してい る。

鼻根部は前眼宿 間幅が 2 0 11ull、 鼻根横弧長が 2 7 11ullで 、鼻根彎 曲示数 が74.07と

な り、鼻骨の隆起 は著 しく強い。前頭突起水平傾斜角 は61度 と小 さい。 また、

鼻根角 は118度 と小 さく、鼻根 陥凹示数は 25。 93と 大 き く、 この こ とか らも鼻骨

の隆起 が強い ことが うかが える。

側面角は、全側面角が 88度 、鼻側面角が89度 、歯槽側面角 が 86度 で、歯槽性

突顎の傾 向は全 く認 め られ ない。

下顎 は両側 の下顎角 が欠損 してい る以外 はほぼ完全 である。全体 的に頑丈で、

とくに下顎体 は厚い。下顎枝の幅径 は さほ ど大 きくな く、下顎切痕 は浅い。

3.歯

上下両顎 とも歯 が釘植 してい る。残 存 歯 を歯 式 で 示 す と次 の とお りで あ る。

12C PlP2MlM20M3M2MlP2PlC 1211

M3M2MlP2PlC 121lI II 12C PlP2MlM2M3

風 習 的 抜 歯 の 痕 跡 は 認 め られ な い 。 歯 の咬耗度はBrOcaの 1～ 2度 で ある。

咬合形式は針子状咬合である。

4.性 別 H年 令

―-22-―



性別 は、恥骨下角 が小 さい ことと眉上 弓の隆起が著 しく強 い ことか ら、男性

と推定 した。年令 は、観 察 できた冠状縫合、矢状縫合 とも内板 が完全 に癒合 し

ている ことか ら、熟年 と考 えられ る。

ST-17-1号 人骨  (男 性 、壮年 )

1.頭 蓋

右側 の頭頂骨後部 か ら後頭骨にかけて残存 してい るのみ で ある。縫合 はラム

ダ縫合右側部の観察 ができたが、内外両板 とも開離 してい る。

2.歯

上顎歯 は遊離 した状態 で、下顎歯 は釘植 した状態 で残存 していた。残存歯 を

歯式で示す と、次の とお りである。

///P2////1// /////
/// P2PlC 121lI 110 C PlP2M1//

咬耗度はBrOcaの 2～ 3度 である。

四肢骨が大 きい こ とか ら、男性 と推定 した。年令 は観 察 で きたラムダ縫合の

内外両板 が開離 してい るこ とだけか ら推定すれ ば、壮年 の可能性が強い。

ST-17-2号 人骨  (女 性 、熟年 )

前頭骨の一部 お よびブ レグマの部分の小片が残存 してい るにすぎない。縫合

は冠状縫合 と矢状縫合 の一部が観 察できたが、 内外両板 とも癒合 してい る。

性別 は恥骨下角が大 きい ことか ら女性 と推定 した。年令 は、観察 できた冠状

縫合 と矢状縫合の一部 では内板が完全 に癒合 してい ることか ら、熟年の可能性

が強い。



B,推 定身長値

歴骨 、上腕骨 お よび撓骨 の最大長か ら、Pearsonと 藤井 の式 を用いて推定身

長値 を算 出 してみた (表  )。 いずれの推定値 も低い結果 となつた。 計測できた

例 も少 な く、身長 と相 関の最 も高い大腿骨か らの推定身長値 を算 出す ることが

できなかったので、 明確 ではないが、大腿骨 の残存部 な どか ら推定 して も本古

墳人は低身長 であつた と推測 され る。

B.特 殊所見

(1)外 耳道 骨腫

観察可能 な 17体 (男 性 10、 女性 6、 不明1)の うち3体 (18%)に 外 耳道骨腫が認

め られ た (表 2)。 左右別 にみてみ ると、観察 で きた右 H側 の うち2側 (18%)に 、

左8側 の うち2側 (25%)に外 耳道骨腫 が存在す る。

表 3 外耳道骨腫  (Table 3t.Auditory exostosis)

人骨番 号  性別  観察 可能部位 骨腫 の部位

ST 09 2  不 明     右        右

ST-13-2  男性     右        右

ST-162  男 性    右 、左      右 、左

(2)骨 増殖

「ST-13-2」 には、上顎骨歯槽突起の歯槽 の外側辺縁 に強 い骨増殖、下顎骨の

歯槽 の外側辺縁 に弱い骨増殖が認 め られ た。 また、「ST-02-1」 、「ST-06」 の上顎

骨歯槽突起の歯槽 の外側辺縁 に も弱い骨増殖 が認 め られ た。

(3)頚 椎癒合

「ST-16-2」 (男 性 、熟年)に は、後頭骨の後頭顆 か ら第 4頚 椎ま での骨癒合が

認 め られた。椎骨 の後部 (棘 突起)は破損 して不 明であるが、椎体お よび横突起

には強い癒着がみ られ る。特 に、環椎後頭 関節 、環軸 関節 、軸椎～第 3頚椎の

椎 間関節お よび第 3頚 椎 までの椎体間結合ではなはだ しく、各椎骨 の境界 を定

めるの も困難 である。第 3頚椎 と第 4頚 椎は椎体の後部 で癒着 してお り、前部

は分離 してい る。第 5頚椎以下は全 く残存 してお らず 、癒 合 していたか どうか

は不明であるが、第 4頚椎 の椎体下面が平坦で癒着の痕跡 が認 め られ ない こと

か ら分離 していた と考 え られ る。
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おそ らく、 この「ST-162」 は若い頃か ら後頭顆 と頚椎 との癒合 と上部頚椎間

の癒合 が進み、死亡す る頃 には首の運動 がかな り制 限 され 、生活に大きな支障

をきた していた と考 え られ る。

考 察

頭 蓋 、大腿 骨 お よび歴 骨 につ い て、周 辺 地域 の古墳 人 と比 較 し、広畑 古 墳 人

の形 質 的特 徴 を検 討 してお きたい。

1.男  性

(1)頭 蓋

①脳 頭蓋

まず 、広畑古墳人骨 間での検討 を行 なってお く。所見で も指摘 しているよ う

に他 の人骨群 とは異 なる特徴 を示す例が存在す る。「ST― o6」 がそれである。頭

蓋長幅示数 は他 の人骨 とは大差 ないが、頭蓋の絶対径 は小 さい。本例 を除 く男

性脳頭 蓋の諸径 は大 き く、本例は頭蓋最大長、頭蓋最大幅で 1 0 11ull前 後、バ ジオ

ン。ブ レグマ高で 5111111前 後、他群 よ り小 さいので、頭蓋モズル ス も他群の平均値

が158.08(4)あ るのに反 し、本例は 149,00と 、その差 は大 きい。

次い で、「ST 06」 を除いた平均値 を算 出 し、他 の古墳人 と比較 してみた (表 4)

。頭蓋最大長 は 189.50皿 、頭蓋最大幅は〔144.17〕 llull、 バ ジオ ン・ブ レグマ高は 1

40.00111111で 、三主径 とも大 きい。同 じえびの市の例 と比較 してみ ると、三主径

とも平松古墳 人 よ りは大 き く、頭蓋最大幅 とバ ジオ ン・ブ レグマ高は灰塚古墳

人に近 い。 また、頭蓋最大幅は小木原古墳人の値 に も近い。 南九サ‖‖全体でみ て

みて も、本例 の三主径 は南九州 山間部古墳人、宮崎平野部 I古墳人、宮崎平野

部 Ⅱ古墳人 よ りも大 きい。

灰塚 古墳人や小木原古墳 人の頭蓋 も大 きい こ とか ら、 えび の市の古墳人 の脳

頭蓋は他地域 の古墳人 よ りも大きい可能性 があ る。

本例 の頭蓋長幅示数 の 4例 の平均値は76.24で 、頭型 は 中頭型 であるが、 4

例 中短頭近い 中頭型 が 2例 、長頭型が 2例 存在 し、短頭型 は認 められない。 え

びの市 の平松古墳人 は中頭型、小木原古墳人は短頭型 であるが、本例の平均値

は南九州 山間部古墳人の平均値 と大差 ない。松 下 (1990)は 以前か ら南九州 の古

墳人の頭型 については宮崎市周辺で強い短頭型 を示 し、県境 に近づ くにつれ短

頭の程度 は弱 くな り、県境や鹿児島県に入 ると長頭型 になる傾 向があると指摘

してい る。 えびの市 は宮崎、鹿児 島、熊本 の県境 に位 置 してお り、本例の頭型
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もこの指摘 と矛盾す るものではない。

②顔 面頭蓋

本古墳人 には 1例 を除い て基本 的には共通 した特徴 が認 め られ る。幅が広 く、

高 さが低 く、低・広顔 、低・広上顔 であることで ある。 しか し、「ST-06口ま異

質で、著 しい狭・高顔傾 向を示 してい る (表 )。 この人骨の特徴 を要約す ると、

顔 高、上顔 高お よび鼻高が高 く、頬骨 弓幅、 中顔幅お よび鼻幅が狭 く、歯槽性

突顎の傾 向は弱い。鼻根部 の陥凹は浅いが、鼻骨 はやや隆起 してい る。
｀

ST-06号 入骨 を除外 した平均値 を算 出 し、他 の古墳人 と比較 してみた (表 5)。

顔 の幅径 は灰 塚、平松、小木原 の変異 内にあ り、高径 は灰塚 、平松 よ りも大 き

いが、顔示数 と上顔示数 は灰塚、平松、小木原 の値 と大差 ない。また、鼻示数

は灰塚 、平松 、小木原 の変異内にあ り、眼寄示数 お よび歯槽側面角 はこれ らよ

りも大 きい。す なわち、顔 面の形態 は同 じえび の市の灰塚、平松、小木原 と同

じ傾 向 を示 してい るが、歯槽性突顎の傾 向が これ ら 3群 よ りも弱い古墳人 であ

る。

次い で、南 九州の 3つ の タイプ と比較す る と、頬骨 弓幅 と中顔幅は平野部 I

タイプお よび コタイプ よ りも大 き く、顔 高や上顔 高は これ らよ りも小 さい。従

つて、顔示数や上顔示数 もこれ らよ りも小 さい値 とな り、顔 の幅径や高径 お よ

び顔示数 、上 顔示数 は山間部 タイ プに最 も近い値 を示 してい るが、その値 は こ

の山間部 タイ プの平均値 よ りも小 さい。 また、灰塚、平松、小木原 について も

山間部 タイプの平均値 よ りも下回つてい ることか ら、 えびの市の古墳人は他地

域の古墳人 に比較 して も低・ 広顔傾 向が強い地域 の よ うであ る。

眼密 ではやや傾 向が異な り、 7彦 .73か ら85.71を 示す ものが存在 し、変異が大

きいが、左側 で見 るかぎ り、 4例 中 3例 までが 80.00を 越 えてお り、平均値は

南九州 の 3群 よ りも大 きい。 しか し、鼻示数 は平野部 Iタ イ プおよび Ⅱタイプ

よ りも大 き く、山間部 タイ プの平均値 に近い。

一方 、「ST― o6」 の値は、山間部 タイ プに比べ て、顔 の幅 は狭 く、高 さは高い。

幅径は平野部 Iタ イプ よ り小 さく、高径 は これ よ り大 きい。従 つて、顔示数 と

上顔示数 は平野部 Iタ イプ よ りも大 きな値 とな り、む しろ計測値 も示数値 もど

ち らか とい えば平野部 Ⅱタイプに近い。 しか し、眼禽示数 は平野部 Ⅱタイプ よ

りも大 き く、 山間部 タイプ と平野部 Iタ イプに近 く、鼻示数 は小 さな値 で、平

野部 Iタ イ プ に近い。

鼻根 部 の形態 は山間部 タイプ と同 じよ うに、幅は狭 く、その陥凹は深 く、鼻
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骨 の隆起 も強 い (表 6)。 鼻根彎 曲示数 はむ しろ山間部 タイプの平均値 よ りも小

さく、鼻根部 は扁平 でな く、鼻骨 が隆起 してお り、上顎骨前頭突起水平傾斜角

も64.50度 とかな り小 さく、鼻根部 には縄文人 的特徴 が強 く残 つてい る。特 に、

「ST-16-2」 や「ST-15」 は眉上 弓の隆起 も著 しく強 く、顔 面 は縄文人その ものであ

る。狭・高顔傾 向を示す「ST-06」 も鼻根彎 曲示数 は小 さく、鼻骨 も隆起 してい る

が、その程度 はこれ 以外の個体群 よ りはやや弱 い ものである。

(2)四 肢骨

四肢骨は頭蓋 に比 べ保存状態は悪 く、最大長 が計測 できた人骨はST 05-2【

上腕骨 (左 )、 撓骨 (左 )】 、sT■ 3-2【 歴骨 (左 )】 に限 られ た。 ここでは、睡骨 、

大腿骨 につい て検討 してお きたい。

①大腿 骨

粗線 の発達 はやや 良好である。平均値 は骨体 中央矢状径 が 28.0 011ull(右 )、 26.

8 8 11ull(左 )、 骨体 中央横径が 26,5 0 11ull(右 )、 24.88111111(左 )、 骨体 中央周 は86,00(右 )

、 80。 80(左 )で 、骨体 の大 きさは地下式横 穴墓 出上の古墳人 としては標準的な

サイズである。骨体 中央断面示数 は105,40(右 )、 108.41(左 )で 、やや後方への

発達がみ られ る。上骨体断面示数 は 1例 しか計測 で きなか ったが、78.57で 、骨

体上部 は扁平 である。

次に、右側 につい て、他 の古墳人 と比較 してみたい (表 17)。 骨体 中央周 は柿

木原 よ り小 さいが、灰塚お よび大萩 よ りやや大 き く、他群 とは大差 ない。骨体

中央 断面示数 は柿木原 、菓子野、旭台 よ りは大 きいが、跡江 よ り小 さく、灰塚、

大萩、市 ノ瀬 と大差 な く、古墳人 としては大 きな示数 値 である。上骨体断面示

数 は小 さい方 に属 し、骨体上部は扁平である。最大長 は計測 できなかつたが、

残存部位 か ら推定す る限 り、長い印象 はない。

②胆 骨

最大長は1例 のみ計測 でき、32811111(左 )で かな り短い。骨体月 は 8011111(右 )、 76.

5 0 11ull(左 )、 最小周 は 7 3 11ull(右 )、 72.0 0 11ull(左 )で 、骨体 も細 い。 中央最大径 は30

11ull(右 )、 27.7 5 11ull(左 )、 中央横径 は 22.5 0 11ull(右 )、 19,75皿 (左 )、 中央断面示数

は 70。 00(右 )、 71,36(左 )で 、骨体 に扁平性 は認 め られ ない。

次に、右側 につい て、他 の古墳人 と比較 してみ る (表 8)。 最大長 は平野部の

市 ノ瀬 、柿木原 よ りは るかに短い。最小周 は柿 木原 と菓子野 よ りは小 さいが、

その他 とは大差 な く、骨体周は市 ノ瀬 よ りはは るかに小 さく、その他 とは大差

ない。 中央断面示数 は跡江、旭台 よ りは小 さい が、その他 よ りは大 きい。



以上 の よ うに、男性 は 1例 を除けば、頭 蓋の諸径 は大 き く、頭型 は長頭 に傾

いた中頭 で、顔面部 は低・広顔 を示 し、鼻根 部 が深 く陥凹 し、鼻骨の隆起が強

く、低 身長 である。 これは、松下の分類 した「南九州 山間部古墳人」の特徴 に一

致す る ものである。 したがって、広畑古墳人 は形質的には この「南九州 山間部

古墳人」一群 とみ な して差 し支 えない と思 われ る。

しか し、 この一群 とは異 な り、「狭・ 高顔」の特徴 を示す個体が存在す る。南

九州の 山間部の古墳人 の中で本例 のよ うに、特異な形質 を示す例は高崎町の原

村上が ある。松下は これ について、「形質上 の差が共同体 への帰属性 を左右す

ることはなかった」と述べてい る。本人骨 も他 の人骨 と比較 し、埋葬形態 に特

殊性は な く、 これか ら判断す るか ぎ り、集 団の一員 とみ な され ていた と考 え ら

れ る。

2.女 性

(1)頭 蓋

女性 に関 しては男性 とは異な り、他 の個体群 と異なる特徴 を示す ものは存在

しなか った。

①脳頭 蓋

平均値 を算 出 し、他 の古墳人 と比較 してみた (表 9)。 頭蓋最大長 は 176.2511111

で、山間部 の大萩、 日守、旭台、菓子野 と大差 なく、平野部 の市 ノ瀬 よ りはか

な り大 きい。頭蓋最大幅は 1 3 2 11ullで 、比較資料 の中で最 も小 さく、バ ジオ ン・ブ

レグマ 高は 133,0 0 11ullで 、旭 台 と一致 し、最 も大 きい。示数 については、頭蓋長

幅示数 が 〔77.21〕 で、菓子野 よ りは大 きく、頭 蓋長高示数 は74.10で 、大萩 とほ

ぼ一致 す る。頭蓋幅高示数 は〔97,78〕 で、菓子野 についで大 きい。頭型 は、推

定できた人骨 が 4例 存在す るが、いずれ も中頭 である。

南九州古墳人の女性 の頭型 については、男性 ほど明確 になっていないが、 山

間部で はお よそ中頭 か ら短頭 で、菓子野がやや長頭 に傾 い てお り、宮崎平野部

では強 い短頭性 を示す ことを松下は指摘 してい る。本例 はいずれ も中頭 であ る

が、長頭 に傾 いた人骨 も 2例 ある。

②顔面頭蓋

女性 の顔面部は一様に低・広顔で、幅径が大きく、高径は小 さな値を示 した。

平均値 を算出し、他の古墳人 と比較 してみた (表 10)。 頬骨弓幅は推定値が〔131.

00111111〕 で、菓子野より小 さく、中顔幅は103,33111111で 、 日守についで大きい。顔
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高は 104.6 7 11ullで 、いずれの比較資料 よ り小 さく、上顔 高は 61,0 0 11ullで 、山間部

の古墳人 と大差 ない。顔示数 は〔78,68〕 (K)、 102.09(V)で 、比較資料の中で

最 も小 さく、上顔示数 は〔46.62〕 (K)、 60.09(V)で 、他 の比較資料 と大差 ない。

南九州 の古墳人 の女性 は平野部、 山間部 とも低・広顔傾 向が見 られ るが、本古

墳人は、その 中で もこの傾 向が よ り強い よ うである。

眼宙は比較資料 の 中では眼宙幅が 41.38111111で 、やや小 さ く、眼寄高が 33.0 0 11ull

で、やや大 きい。 したがって、眼有示数 は80,07と な り、やや大 きい。鼻部は、

鼻幅が 25,6 7 11ullで 、最 も小 さな値 を示 してい るが、大差 は な く、鼻高は 46.4 0 11ull、

鼻示数 は57,75で 、比較資料の 中では 中間的な値 を示 してい る。側面角 は、全

側面角 が81,20度 、鼻側 面角が85,00度 で、いずれ も比較資料 の 中では小 さい方

である。歯槽側面角 は 70。 25度 で、比較資料の中では中間的な値 を示 し、やや

歯槽性 の突顎 の傾 向が見 られ る。

鼻根部は、前眼筒 間幅が 19,1711111、 鼻根横弧長が 22.00111111、 鼻根彎 曲示数 は 83.

71で 、おおむね比較資料の 中では平均的な値を示 してお り(表 11)、 鼻根部 は狭

く、鼻骨は隆起 してお り、鼻根部 は扁平 ではない。

(2)四 肢骨

女性 の四肢骨 は残存量が少な く、最大長が計測できる例が なかった。男性 同

様大腿骨 と歴骨 を取 り上げ、述べ てみたい。

①大腿骨

平均値 は、骨体 中央矢状径が 23111111(右 )、 25,7 5 11ull(左 )、 骨体 中央横径が 23111111

(右 )、 25.2 5 11ull(左 )、 骨体 中央周 は 7 2 11ull(右 )、 79.5 0 11ull(左 )で 、やや大 きな値 を

示 し、骨体 中央 断面示数 は100.00(右 )、 102.02(左 )で 、小 さな値 を示 した。全

体的には骨体 の後方への突 出は弱いが、ST-11-3(左 )は 112.50と 大 き く、粗線

が発達 し、後方への突 出が認 め られ た。上骨体 断面示数 は80,00(右 )、 89.29(

左 )と 、左右 で大 き く異 なってい るが、骨体上部の扁平性 は弱い。

次に、右側 について、他 の古墳人 と比較 してみ る。骨体 中央月 は表 12の なか

では最小値で、骨体 は細い。骨体 中央断面示数 は市 ノ瀬 につ いで小 さく、骨体

は丸い。上骨体 断面示数 は旭台 と大差な く、他群 よ りも大 き く、骨体上部 の扁

平性は弱い。

②胆骨

女性で観察および計測ができたのはST 04(右 )と ST l卜 3(両 側)に 限られた。

ST-04は 骨体の上部だけしか残存 していなかった。中央最大径は26111111(右 )、 25
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llull(左 )、 中央横径 は 2 0 11ull(右 、左 )、 骨体周 は 7211111(右 、左 )、 最小周 は 6411111(右 )

66111111(左 )、 中央断面示数 は76.92(右 )、 80,00(左 )で 、骨体 は細 く、扁平性 は認

め られ ない。

次に、他 の古墳人 と比較 してみ る。骨体周 も最小周 も市 ノ瀬 よ りは大 き く、

他の資料 よ りは小 さいか これ らと大差 ない。 中央断面示数 は表 13で は最大値 を

示 し、扁平性 は全 く認 め られない。

以上 のよ うに、女性 は、頭型 は中頭型 で、顔 面頭蓋 は著 しい低・広顔傾 向を

を示 し、鼻根部 は古墳人 と しては狭 く、鼻骨の隆起 も強い。 四肢骨 は、骨体 に

関 しては他 の南九州古墳人 と大差 はない。

要 糸9

市道坂元苧畑線 の拡幅工事 な どの道路整備事業 に伴 なって、宮崎県えびの市

大学坂元に所在す る広畑遺跡の発掘調査が 1989年 (平 成元年)に 行われ、弥生時

代の住居址や古墳 時代 の埋葬跡 が検 出 された。埋葬遺構 は地 下式横 穴墓 が主体

で、 19基 の地下式横 穴墓 の うちの16基 か ら合計 26体 の人骨 が 出上 した。頭蓋の

保存状態は良好で、 えびの市の古墳 時代人骨の例 を追加す ることができた。 出

土人骨 の人類 学的観察や計測 を行 ない、興味あ る所見 を得 た。その結果 を要約

すれば、次の とお りである。

1,出 土人骨 26体 の うち、 2体 は成年・小児骨 で、残 りの 24体 の成人骨 の うち

男性骨は 15体 、女性骨 は7体 であるが、性別 を判別 できなかった ものが 2体

ある。

2,こ れ らの人骨 はすべ て地下式横穴墓 か ら出上 した。

3.こ の26体 の人骨 は古墳 時代後期初頭 (5世 紀 中頃)に 属す る人骨 である。

4.頭 型 は男女 とも中頭型 に属 してお り、男性 の脳頭 蓋の径 は大 きい。

5,顔 面頭蓋 は男女 ともに低・広顔傾 向が強 く、鼻根部 はやや狭 く、鼻骨 の隆

起 も強 く、鼻根部 に も陥 凹が認 め られ るな ど、縄文人的特徴 を強 く残 してお

り、南九州 山間部古墳人 の特徴が強い。

6.鼻 部 も高径 は低 く、幅径 は広いが、眼禽示数 はやや大 き く、変異が大 きい。

7.男 性 には、狭・高顔傾 向を示 し、脳頭蓋の径 が小 さく、鼻骨や鼻根部 の形

態 もわずか に異な る頭蓋 が 1例 (ST-06人 骨)認 め られた。

7.眉 上弓の隆起が著 しく、その程度が縄文人 と変わ らない ものが 2体認 め ら
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れ、 うち 1体 (ST-162)の 顔 面頭蓋 は形態 的 に も計測値 的に も縄文人そのも

のである。

8.鼻 根部 については、幅が広 く、扁平 な集 団 (ST一 H号墳 の被葬者 3体 )と 幅

が狭 く、非扁平 な集 団 (7体 )と が存在す る。

9.歯 槽性突顎傾 向は男女 とも弱い。

10,明 確 な風習 的抜歯 は認 め られ ない。咬合形 式 は鉗子状咬合 が多い。

H.長 頭型 で、鼻根部 には扁平性 が認 め られ 、歯槽性突顎傾 向 も強 く、南九州

では珍 しく中世人的特徴 を示す ものが存在 した (ST H l)。

12.歴 骨な どか ら推定 した男性 の身長値 は低身長値 を示 した。

13.外 耳道骨腫 が 3体 に、頚椎癒合が 1体 (ST-16-2)に 認 め られ た。

14.以 上の よ うに、男女 とも本古墳人は南九州 山間部 タイプの古墳人であつた。

しか し、 なか には狭・高顔傾 向を示す ものが認 め られたが、その出 自は不明

である。現在 、古人骨か ら遺伝情報 を得 て、集 団の解析 を行 な うために、D
NAレ ベル の研究 を東京 大学 と共 同で進 めてい る。将来はその結果を報告 し、

この特異 な古墳人 の出 自や共同体の構成 な どを考察す るための情報を提供 し

たい と考 えてい る。
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表 21 下顎計測値 (Mandible) (単 位 i nm、 度 )
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表  22 鎖 骨 計 測 値 (Ctavicuta) (単 位 an)
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表  23 肩 甲骨 計 測 値 (Scap」 la)  (単 位 :Ш )
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表 .2, 犠骨計別値 (Ratiぃ ) (単 位 ■面)

療・kIR

S,二 0芝
‐′

女性

盛却

'Tと

II‐ 争
女■

こ.

S,■

,C5),

ね0

11

1,

10

1■

14

5`i S6

53.〕 彦

41

1T

rT

I10

101

SI=82

5,,82

殿 川,1月. (4,
(|=〉

督体機1篠   (右 )

(れ )

,体申木機径 (若 )

(1左 )

資体朱☆待  (右 )

(盗 )

,体 中央央峡径 (宕 )

(― 左)

骨棒

“

共痴  (有 )

(差〉

,′1 脅体1雛面示数 t右)

(た,
Sa′ 4-れ 申央研面示数 (右)

(た,

広畑      広如    広畑
ST―ti-1     喜■と0.5-′ ST― ll,■ 2    ,T‐ 1liむ

(捏常I)

(オ)

(■)

(右)

t■)

(右

'(オ)

(右〉
t左 )

t若)

(々〉

(有 )

(左 )

(右 )

(左 〉

11/12 看体断面示数 (若 》

(左 )

れヽ  ,央断面ふ数 (若 )

(注 ,

最 小 周

泉奮兵状錘

尺,強
―
得

中央最小径

中換最大番

中 崇 周

奨厚示数

1卿

a“|

13

1■

12-

1,

48

1'.B4

81・
Iを

S

?0.■,

34

12

15

10

15

‐1'

80,0,

∫6..6.子

,0

B`

-46-



透

　

　

　

丼

善

　

　

　

粛

崎

　

　

　

丼

機

　

　

　

再

灘
　

　

　

丼

毒

　

　

　

斗
着

　

　

　

丼

菫

‐
―
＝

潮

割

判

１

１
１

刑

劉

）
　

　

１

路

と

イ

】

４

と

，

一
　

輩

と

イ

い　

　

φ
ギ

ヨ
　

　

４

・
一
】よ

　

つ
ギ

こ

と
　

　

¢
ギ

Ｓ
　

　

路

と

，

゛
　

路

と

ギ

一　

　

¢
ギ

Ｂ

渤

藤

　

　

　

枷

藤

　

　

　

極

蘇

・
　

　

Ｍ

諄

　

　

　

畿

常

　

　

　

Ｍ

常

　

　

　

顎
岸

　

　

　

油

言

　

　

　

鞘

蘇

　

　

　

湧

薄

渤R

蘇雄

（い
＝〉
　
　
　
　
　
゛
↓　
　
　
　
　
　
　
　
゛
“一
　　
　　
　　
　　
０い
　　
　
　　
　
　　
い０

一一
　
　
れ
帯
工
μ
離
譲

（器
サ
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｏ
一

（�
）
　

　

や０
　
　
　
　
゛
呻　
　
　
　
譲
　
　
　
　
゛
エ

中
・　
　
Л
書
■
淮
Ｈ

　

（■
】　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
”
一

．（、
一
）　
　
　　
　　
　
や
一　
　　
　　
　　
　　
↓『
　　
　
　　
　
　　
一ヽヽ
一　
　　
　　
　　
　“
エ

や
，　
　
れ
軒
卜
藻
繊
　

（軒
）
　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
・―
　
　
　
　
―

村^
）
　
　
　
１
　
　
　
　
一算
　
　
　
　
―
　
　
　
　
―

３
・　
　
０
募
卜
沫
丼
様

封^
）　
　
　
十
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１

＝^
）
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
一
】
　
　
　
　
「■
　
　
　
　
１

ユ
一　
　
一璃
欝
Ｈ
麟
　
　
＾ゝ

）
　
　
　
―
　
　
　
　
―
　
　
　
　
―
　
　
　
　
一≡

（計
）
　
　
　
・ｌ
　
　
　
　
ｒ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
＝

Ｓ
，　
　
麟
汗
寿
戯
　
　
（軒
）
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
Ｆ
　
　
　
　
置

今
Ｈ
↓
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
・Ｆ
　
　
　
　
　
ｌ

ｉ
・　
　
踏

　

　

コ
　
（軒
）
　

　

ｌ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
・―
　
　
　
一〇

ｇ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

一Ｓ
，　
　
珊
騨
討
成
　
　
八
軒
）
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
一
一

こ

ｌ

ｌ

ｌ

占

こ
・　
　
一既
　
群
　
・戯

　

（
掛
）
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　

一ヽ
　
　
　
　
１

（
肘
）

１

１

卜

一
…

ｏ

こ

一

　

　

一競

一
　

　

　

Ｍ

　

（

難

】

　

　

　

，

　

　

　

　

Ｉ

　

　

　

　

Ｉ

　

　

　

　

，

す

　

　

　

　

ト

＾
村
ラ
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
，
　
　
　
　
１
　
　
　
　
一ｒ
〓
　
　
　
　
―

く
【
　
・中
癖
導
沖
踊
引
引
露

（軒
）
　

１
　
　
　
　
・Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
中
こ
と
一
　
　
ｒ

＝^
）

】皇
Ь
Ｏ
　
　
一８
ゝ
一
　
　
一０
守
３
　
　
声
ま
と
ヽ
　
　
！

ド
ミ

Ｏ
　

ｒ

“

癖

爵

Ｈ
■

群

（
軒‐
‐

〉
　

　

１
　

　

　

　

１
　

　

　

　

１
　

　

　

　

１

で
じ

一
　

　

―

　

　

　

　

申
ｒ
ｔ

　

　

ｌ

　

　

　

　

ｌ

一く
岳
　
盤
素
Ｈ
剪
礫
　

軒^
）　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
■『
・尋

（
＝

）
　

　

　

十
　

　

　

　

１
　

　

　

　

１
　

　

　

　

１

一く
〓
　
一遭
彗
創
抑
群

　

（対
）
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
　
や
デ
Ｓ

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
令＝
↓
　
　
　
―
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
ー
　
　
　
洋
需
と
ヽ

―カ
ー
ー

I I塩1こ
'ど

11111'「IIBI

I I I I「

「
=I I I I I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ' I「

ヨ|「1髯IH

I I I I,11ll11,II IIIII III「将111

11lI1111,111111rillilsll

I竃|ミI譲

|1彗1選I言

０
　
　
　
　
一一
０
ェ
ф
∞
　
　
　
　
い
・
↓
一

工
　
　
゛

，

中
ｏ
　
　
・｝
一
“

６　
　
　
　
一
ｈ
ｉ
∝
ф
　
　
　
　
一
・“
“

一
　

〓

一。
３

”
　
　
　
　
一”
一
一
”
一
　
　
　
　
一０
・
↓ヽ

一　

　

蕩

一　
　
　
や
や

一　
　
　
い
【

一　
　
　
一
〇

一　
　
　
　
い
ヽ

一　
　
　
　
一
一

一　
　
〓

一　
　
　
　
一
一

一　
　
主

一　
　
主

―
　
　
　
　
―
　
　
　
　
一　
　
・与

．１

．一
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
０
　
　
、
争
８

１
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
一
　
・中
↓
一

Ｉ
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
中
　

】営
一

中０
い
ｒ
↓う
　
　
　
　
一０
一
・一
一
　
　
　
　
　
一∞　
　
　
中一
い
・
一一

１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
・“
　
　
・一一
一
安

工
一
　
　

い
。
一
一

１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
一
　

　

一
Ｆ
・一
ヽ

１
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
一
　
　
一
Ｆ

基ヽ

―
　
　
　
　
　
卜
　
　
　
　
　
一
　
　

や
デ

富

―
　
　
　
　
　
―
　
　
　
　
　
一
　

　

雪

Ｌ
”



計 測 (lemur)

広 畑

ST-02-1

女 性

広畑

ST-11-2

女性

広畑

ST-1-3

女性

(単 位 i aIH)

畑

均

性

広 畑

ST-04

女 性

平

女

M SD.

6  全体中央矢状径 (右 )  一

(左 )

7. 骨 体 中央 検 径 (右 )

(左 )

8. 今 体 中央 月  (右 )

(左 )

9, 骨 体 上 横 径  (右 )

(左 )

10. 骨 体 上 矢 状 径 (右 〉

23

25

75

23      -
24        29

23     -
24        28

72      -
74        87

25     -

20     -

100.00  -
100.00    103.57

80.00   -

23

25,75   2.76

23

25 25    1 89

T2

79 50    6.14

25

28

20

25

100 00

102.02    8 60

80 00

89.20

2'

24

82

28

25

112.60

8929

l

4

1

4

1

4

I

I

1

1

1

4

1

1

(左 )   一

6/T 骨 体 中央 断 面 示 数 (右 ) 一

(左 ) 92.00
10/9 上 骨 体 断 面 示 数 (右 )  一

(左 )  一

表 31 歴骨計測値 (Tibia) (単位 :mll)

広畑    広畑

ST-04      ST-11-3

女性    女性

8,  中 央 最 大 径  (右 )

(左 )

8o  栄 養 孔 位 最 大 径 (右 )

(左 )

9, 中 央 検 径   (右 )

(左 )

9a. 栄 養 孔 位 横 径 (右 )

(左 )

10. 骨  体  周  (右 )

(左 )

10a. 栄 養 孔 位 周  (右 )

(左 )

10b. 最  小  周  (右 )

(左 )

9/8 中央 断 面 示 数 (右 )

(左 )

98/8a栄 養 孔 位 断 面 示 数 (右 )

(左 )

27

21

75

7T,78

26

26

80

20

20

22

72

72

82

64

66

76.92

80.00

73.33

表  32 ″,合 計 測 値 (Fibula)            (単 位 :fe 4)

広 畑      広 畑      広 畑

ST-01-2

男性

ST-02-1

女性

ST― ll-3

女性

4.

1. 最  大  長 (右 )

(左 )

中 央 最 大 径 (右 )

(左 )

中 央 最 小 周 (右 )

(左 )

中 央  周 (右 )

(左 )

最  小  周 (右 )

(左 )

中 央 断 面 示 数 (右 )

(Zこ )

13

13

9

10

36

36

31

69 23

76 92

15

12

46

80 00

14

7

35

50.00

一-48-―
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表  33 膝 蓋 骨 計 測 値 (Pate H a)(単 位 :m)

広 畑

ST-11-2

女 性

1.最  大  高 (右 )

(左 )

2.最  大  幅 (右 )

(左 )

3.最  大  厚 (右 )

(左 )

4, 関 節 面 高  (右 )

(左 )

5 内 切 面 幅  (右 )

(左 )

6. 外 切 面 幅  (右 )

(左 )

1/2膝 蓋 骨 高 幅 示 数 (右 )

39

20

33

22

(左 )  
一

表  34 歯 の 計 測 値 (単 位 :Ia n)

広 畑

ST-05-01

男 性

広畑      広畑

ST-05-2         ST-06

男性      男性

右 左 右 左

広 畑

ST-08-1

男 性

広 畑

ST-09-1

男 性

広 畑

ST-10

男 性

左右左右左右左右

上 顎  I】  一

12   ~

C    ―

Pi    一

P2  9.15
Mュ   ー

M2  ~

M3  ~

△    ―

8.50  -
0.81    -
9.33  -
12.39   12.30

-  12.39
-   12.68

-  7.91  8.03
7.26  692  -
8.T1    8.42    8 52

10.13   9 57   9.62

9,83   9.69   9.58
12.36   12.15   12.36

12.66   12.08   12.32

12 43   12.92   12.02

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

二

　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

-  7.60  7.70
-    6.84   6.64
-  870  3.4『

8.89    9.62    9。 38

-  9.53  △

-  1225  12.36
-  12.26 12.03
-  Ⅲl,93 H.27

頬

(唇 )

舌

径

下 顎  11
12

C
Pl
P2
MI
M2

11.64

11.27

6.63

6.49

8. 16

9.02

8.88

11.37

11.46

△

6.25

6.64

8.26

8.75

8.98

11.45

11.26

△

△

8.73

11 69

7.46

7.T2

8.63

11.61

5,76

6.41

8 05

?.91

8 64

11.46

10.56

9.83

5.83

6.26

8.08

7.89

8.70

11.45

8.15  -

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一
　

一
　

一　

一

6.06    5.92

6.40   6.20
8.16    8.04

8.65    8,38

8.83   8.83
11.80   11.68

-  11.16
11.17   11 60

8,90    8.82上 顎  Iュ   ー

12   ~

C    ―

PI  ―

P2 6.57
MI  ―

近    M,  一

遠    Ma  一

△   -  8.09
7.70  -  8.40
7.43  -  7.80
6.90    -    T,6T
H.40 11.88 11.42
-   10.?9  10.55
-  9,71 10.lT

-    8.75
-    7.42
-  ?.69

6.57    6.96

-   6.50
-  H.34
-  9.47
-    3.94

M

8.88

7.44  -
8.55    8.41

7 43   7.21
7.01   7.05
11.22  11.32
10.58   10 70

10。 17   10.46

十　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

7.50

7.59

6 90

6.39

10.76

9.26

8.49

心 下 顎  II  一

径      12   ~
C   6.66
Pl  ―

P2   ~
Ml  ―

Mっ   一

Ma  ―

-  5.88  6.43
-  6.T0  6.4『
-  6.72  7.26
-    7.96   8.24
-  T.65  7_87
△  1246 12.50

11.38   12.98   12.54

-   △   △

5.58    5.49

6.36   6.36
7.34   7.40
7.26   7 40
T.55   7.45
12.16   12.14

-  H,75
11.50   12.14

6.48    6.62
-    6.83

7.51    7.62

11.29  11.27

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

二

　

一　

一　

一

4.95

5 48

6 T4

6.92

7.45

12.25

10 81

10.06

4 96

5.75

6.91

7.08

7.11

△

△ :計 測 不 可 能

―-50-



表 35 歯 つ 計 測 値

t.lj `.14T  6iSt
t.`;   J.11    1.Sイ

10!.■ ■  . |"0■     9,11

,.19    9‐.16    9.32
-△    11.2,   11.13

1,.〕 2   11,t,   11125
-   △   ―

■,11  6.19
■,11  8,88
,.18    9,18

■.|'  9i F5
-  ■ ,11

-   12・ 10

1止 sl ll.`i

,↑=10■ 2

舜怪
お   ―な

',41  S,''   
一

,1321  4,,0   ‐

,|,1  ,,120  ‐

1.TO   →=5=    9.0イ

11・ 1, ■.“  一

1■ 五ィ  11.■
'   ~I.すγ  ―   ―

広 1畑

ST‐ 1■
と
2

男性

広 畑

S■■1,

舅佐

若   左

―広癬―

s■・ 11‐ i

男性

右 左

子
`1■

T.19 7.12
`.18   6.38

F。 ,1    16.,2

右

〓

糠

(唇 )

11 1l T,61

i夕   0す OS

C  8.01
Fi lけ、16

,, 0,St
Ml  △

M,  一

Mi―   ―

径

昔 下額 II o=eS t.lo  ■1, ;.'6  iⅢ V i奮
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8.OS I・ 09  △
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10.10  1● .i3

101T5 11tlrT
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6.T,  一

7.'6  TI,T
8,写E ユⅢⅢ
81'9  1.01
-  10,す 0
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I方

C
Pi
P,
Mi

近    IM修
遠      Ⅲl―o

△     T.Ot    ai,1
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■.■S  3.1l   r.lT

`.1l     T..4r     r_32●_“  6_“  '.5'
△― ',予1 10.W
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一
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ユき  36 歯 の 計 測 値 (単 位 :IBm)

広 畑

ST-02-1

女 性

右    左

広 畑

ST-02-2

女 性

広 畑

ST-04

女 性

右    左

畑

ST-11-2

女性

広 畑

ST-11-3

女性

右    左

広 畑

ST-12

女 性

右    左

頬

(唇 )

上顎  11 6.86 『.00

12   6.56    6.92

C  8.36  8.24
Pl  10.32   10.05
P2  9 99   9・ 87

Ml  12.57   12.58

-    8.21
-  10.00
△    ―

12.61    -
-  12.61

7.48    7.50

7.07   7.06

8.45   8.01
10.00   9.90
0.85   9.67
△    11.38

△   △

9,98   10.66
M2  12.61

M。   一

一
　

一　
△
　
一
　

一

一
　

一

7.12

6■ 24

8.46

9.63

7.14

6.50

8 80

T,90

T,00

8.30

10.42

9.91

11.84

12.50

-    6.42   6 66
8.27    8.34    8.08

10.44   9.97   9 68
10.05   9 36   9.59
11.87   12.12   12.00

12.05  11.87   11.85
-  H:34  12,06

舌 下 顎

径

5.80

6.39

7.63

8.34

8.8T

6.67

6.32

7.54

△

5.66

6  16

7.T8

8.06

8.35

6.26

6.T9

T.86

8 91

9,05

6.02

6.79

7.56

8.80

9.06

11.47

△

6 64

6.06

7 52

8.07

8.44

11.20

10,47

10.68

5.64

6.20

7 61

8.00

8.39

11 26

10.63

I:

12

C
PI
P2
Mェ

M2

Ma

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一

6.H  △

6.71    6.60

△    △

8.44    8.32

8.75   8.55

11.21  11.06

10.40   10.23

9.63  10.19

上顎  11 8.47
12   7.03

C  8.00
P1 7.70
P2 6.97
MI  11.02

近    M2 10・ 45

遠    Me  一

8.51  -
7.56  -
7.80  -
7.51  -
7.02  △

H.15 1■ 17

8.98    8.75

7.65   7.70
T.83   7.9イ

T.19    7.30

7.08   6.74

∠ゝ     10.26

△   △

6 84    8.05

7.25

7.40

10.81

8.19

6.80

6.96

6 84

8.02

6.98

6 60

8.64

7.31

8. 13

7.55

7.26

11,13

11.25

T,67

7.73

7.24

H.00
10,75

一
　

一　
△
　
一
　

一

一
　

一

7.63    7.43

7.62   7.51

7.29     7 14

6.74   6.79
10.87   10.69

9.80     9 82

8.53   8.T8

心 下顎

径

5.66

6.10

6.57

T.68
●
△

4.64

5。 79

6.46

△

4.64

5, 80

6  76

△

6.T4

5.66

6. 17

6.64

7.36

T.79

5.52

6.08

7.07

T.44

7.74

11.76

12.01

5.67

6. 18

6.T6

7.20

7.38

12. IT

ll.59

11.92

5.69

6.21

7.06

7 39

7.36

12.17

11.86

II

12

C
Pl
P,
MI
M2

Ma

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

一
　

一　

一
　

一

一　

一　

十　

一　

一　

一　

一　

一

二

　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

一
　

一

562  △

6.09    6.11

6.65  △

″.21    7.T3

7.35   7 07
10。 98   11.39

10.88  11.35
8.45    9.34
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ST‐ 13-1
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学跨値
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1
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右   た右    左
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C  尋.19  -   ―
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M, 11.OF  ―  Ⅲむ。,1
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一
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一
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一二

一　
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一　
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一
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一
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一
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―
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うこ  38 餌 蝕 (Ca:ies of the teeth)

広畑     広畑

ST-02-l       ST-02-2

女 性 女 性

畑

・０

性

広

ＳＴ

女

広畑

ST-11-2

女性

広畑

ST-11-3

広 畑

女 性      女 性 女 性

ST-12       ST-13-1

広 畑

右   左    右   左    右   左    右   左    右   左 右   左    右   左

上顎 11   0  0   /  /   O  O   O  O   O  / /  /   /  /
12   1  0   /  /   O  O   O  O   O  /   ○  ○   /  2
C    O  O   /  O   O  O   O  O   O  O   O  O   O  /
P1   2  0   /  ○   O  O   /  /   O  O   O  O   /  /
Pっ    O  0   4  /   O  0    3  /   O  O   O  O   /  ○

Mi   O  0   2  /   4  2   /  4   0  1   0  0   /  ○

M2   2  /   /  2 4  3   /  /   O  O   O  0   2  /
M3   /  /   /  /   0  2 /  /   /  /   /  /   /  /

○  /   / O  /   O  O   O  O ○  ｀ / /
12   0  /   /  /   O  O   O  O   O  O   O  O   /  /
C    O  /   /  /   O  /   2  0   0  0   0  0   /  /
PI   O  /   /  /   O  O   /  /   ○  ○   ○  ○   ○  /
P2   /  /   /  /   O  O   /  O   O  O   O  O   /  /
M1   /  /   /  /   〇  〇   /  /   /  1   0  0   /  /
M2   /  /   /  /   ○  ○   /  /   /  2   0  0   /  /
M3   /  /   /  /   0  1   /  /   /  /   /  / /  /

広 畑

ST-05-1

男 性

右   左

広 畑

ST-05-2

男 性

広 畑

ST=06

男 性

広 畑

ST-08-1

男 性

右   左

広 畑

ST-09-1

男 性

右   左

広 畑

ST-10

男 性

広 州

ST-11-1

男 性

右   左右   左 右   左

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

３

２

０

０

０

０

０

０

０

０

／

／

／

Ｏ

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

右
一〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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Ｏ

０

２

２

０

２

０

／
一〇

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

４

／

／

一〇

／

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

〇
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／

／

／

／

／

０

１

０
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左
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／

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

２

０
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／

Ｏ

０

２

２

０

／

／

／

／

／

／

２

／

／

／
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12

C
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1ヽ0
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Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

／

／

／

○

／

○

○

Ｏ

Ｏ

／

／

／

○

○

○

Ｏ

０

２

０

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

Ｏ

Ｏ

Ｏ

／

Ｏ

／

／

Ｏ

／

Ｏ

／

Ｏ

／

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

０

２

２

０

０

０

０

０

／

○

Ｏ
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Ｏ
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１

／

／

／

／

／

３

０

／

／

Ｏ

／

／

／

／

／

12

C
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広 畑
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広 畑

ST-15

男 性

広畑

ST-16-2
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広畑

ST-17-1

男性

広 畑

ST-OT

不 明
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上 顎  IB
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〔1-4:Present,O:absent,/:unObseivablo〕
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／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

Ｏ

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

○

／

／

／

０

１

０

０

０

０

／

〇

〇

〇

〇

〇

２

２

０

０

０

０

０

／

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

／

／

２

０

０

２

２

０

０

／

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

Ｉ
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Ｍ
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広畑ST-5-1(男 性 、 熱 年 )

(HirOhata 5-1,mature male)

広 畑ST-6(男 性 、 熱 年 )

(HirOhata s,mature male)

頭 蓋 上 面 (SuperiOr

広 畑ST-3-2(男 性 、 壮 年 )

(HirOhata 5-2,young adult male)

広 畑ST-1卜 1(男 性 、熟年 )

(Hirohata ll-1,mature ma19)

view of the skull)
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腱
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■謙
■

広畑ST-13-2(男 性 、 熱年 )

(Hirohata 13-2,mature male)

広畑ST-15(男 性 、壮 年 )

(HirOhata 15,young adult male)

広 畑ST-16-2(男 性 、熟 年 )

(HirOhata 18-2,mature male)

頭 蓋 上 面 (SuperiOr view of the skuH)
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広畑ST-4(女 性 、

(Hirohata 4,yOung

壮 年 )

adult iema19)

広畑ST-1卜 3(女 性 、 壮 年 )

(Hirohata ll-3,yOung adult female)

頭 蓋 上 面 (Superior

広 畑ST-1卜 2(女 性 、 壮 年 )

(Hirohata ll-2,yOung adult female)

広畑ST-13-1(女 性 、 熟 年 )

(HirOhata 13-1,mature female)

view oi the skull)
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頭 蓋前 面 (Frontal view of the skuH)

広畑Sf-5-1(

(HirOhata 5-1

頭 蓋側 面 (lateral view of the skuH)

男_量 、 熟 年 )

,mature m∬ le)

頭蓋前 面 (Frontal view of the skuH)頭 蓋側 面 (lateral

広 畑ST-5-2(男 性 、壮 年 )

(HirOhata 5-2,young aduit male)

view of the skull)



頭 蓋前 面 (Frontal view of the skuH)頭 蓋側 面 (lateral view Of the skuH)

広畑ST-6(男 性 、熟 年 )

(Hirohata 8,mature male)

頭蓋前面 (Frontai view of the sruH) 頭蓋側面 (lateral view Oi the skuH)

広畑ST-1卜 1(男 性、熱年)

(Hirohata ll-1,mature ma19)
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頭 蓋前 面 (Frontal view of the skull)頭 蓋側 面 (lateral view of the skull)

広畑ST-13-2(男 性 、熱 年 )

(HirOhata 13-2,mature male)

頭蓋前 面 (Frontal view of the skull)頭 蓋側 面 (lateral view of the skuH)

広畑 ST-18-2(男 性 、熟 年 )

(HirOhata 18-2,mature male)
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頭蓋前 面 (Frontal

頭蓋前 面 (Frontal view of the dkull)頭 蓋側 面 (lateral

広畑ST-2-2(女 性 、熱 年 )

(HirOhata 2-2,mature female)

view of the skull)頭 蓋側 面 (lateral view of the skuH)

広 畑ST-2-1(女 性 、壮 年 )

(HirOhata 2-1,yOung aduit fema19)

view of the skull)



頭 蓋前 面 (Frontal view of the skuH)頭蓋側 面 (lateral

広 畑ST-4(女 性 、壮 年 )

(HirOhata 4,young adult iemale)

頭蓋前 面 (Frontal view of the sku

広 畑 ST-1

(HirOhata ll

view of the skull)

キ|)頭 蓋側 面 (lateral view Of the

l-2(女 性 、壮 年 )

-2,young adult iemale)
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頭蓋前面 (Frontal vicw oi the skulI)頭 蓋側 面 (lateral view Oi the skuH)

広 畑 ST-1卜 3(女 性 、壮 年 )

(Hirohata ll-3,young adult iemale)

頚椎 癒合 (Fusion of cervical vertebra9)

広 畑ST-16-2(男 性 、熱 年 )

(HirOhata 18-2,mature male)
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Human Skeletal Remains Excavated from Hirohata Site,Ebino City,

Miyazaki Prefecture.

Kazunobu SAIKI,Takayuki MATSUSHITA Yoshiyuki ORIHARA

Department of Anatomy,Nagasaki University School of Medicine〕

」ouichi OYAMADA

Department of Oral Anatomy,Nagasaki University School of

Dentistry〕

KeywordsIMiyazaki Pref.,Kofun skeleton,Tomb with underground

chambers,Mesocr any, low and wide face,variation

Tventy―six human skeletal remains dating the late phase of the

Kofun Period(5th century A・ a),cOnsisting of 24 adults (male:15,

female: 7) and 2 minorities, were excavated fron the tombs with

underground chanbers at Hirohata site,Ebino city,Miyazaki

Prefecture, in 1989,

An anthropological study of the human skeletal remains was

conducted.

The length―breadth index of the male is 〔76,24〕 , and that of

the female is 〔77.21〕 , the cranial type of both male and the

female is mesocranic.

The nirOhata Kofun people, male and female, have a low and

wide face, They are close to the Kofun people in the South

Kyushu mountainous area, The estimated male stature is short,

But only one male has a narrow and high face.

There are aural exostoses in three individuals. The artificial

tooth extraction is not found in the Hirohata Kofun people, The

fusion of the cervical vertebrae is found in the skeleton ST-16-

2.
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宮崎県えびの市広畑遺跡
―
出上の古墳時代小児・成年骨

分 部 哲 秋

上



宮崎県 えびの市広畑遺跡 出土の古墳 時代小児・成年骨

*
分部 哲秋

【キーワード】宮崎県、地下式横式墓、古墳時代、小児・成年骨、骨化、低顔

は じめ に

宮崎県えびの市大学坂元に所在する広畑遺跡の発掘調査が、市道坂元卯苧
1

畑線外二線整備工事に伴い、1989年 (平 成元年)に 行われた。その際、19基 の

地下式横穴墓が発見 され、16基 か ら合計26体 の人骨が検出され、これ らの人

骨の うち2体 が未成人骨であつた。

筆者は、縄文時代から弥生時代を経て現代に至るまでの幼小児骨を対象と

して、幼小児の死亡年令、幼小児期における形質の年令的変化、歯の萌出お

よび骨化等について調査 し、各遺跡ごとの幼小児骨の特徴について報告を行
つてい る。宮崎県 出上の未成人骨 に関 しては、 これ までに高原 町 日守 (1981)、

須木村 上の原 (1981)、 高原 町旭台 (1983)、 野尻 町大萩 (1984)、 国富町市の瀬

(1986)、 高崎町原村上 (1988)、 高崎町縄瀬小学校 (1988)、 高崎町塚原 (1988)

の各地下式横 穴墓か らの出土例 について報告 を行 っている。

現在 までの ところ、高崎町原村上地下式横穴墓 出上の小児骨 1例 を除 く顔

面の形態 は、現代 (明 治～大正)の 幼小児骨 (分 部、 1990)と は異 なって、低顔

傾 向が強 く認 め られ 、 この特徴 は、 この地域の地下式横穴墓か ら出土す る成

人骨の特徴 と一致 していることか ら、すでに若年 か ら成人骨 に見 られ る形質

を備 えてい る と推測 してい る。

広畑地下式横穴墓群 出上の未成人骨 も、顔面部の保存状態 は比較的良好で、

今後の幼小児骨の研究 にとって貴重な情報 を提供 して くれ る もの と考え られ

る。詳細 な人類学的観察お よび計測 を行い、既 報告例 とどの よ うな形質の差

が認め られ るのか検討 し、興味ある結果 を得た ので報告 しておきたい。

なお、成人骨 に関 しては、別稿 で佐伯 らが詳述 してお り、本稿 では未成人

骨 についてのみ報告す る。

資料・方法

*Tetsuaki WAKEBE, Second Department of Anatomy, Nagasaki University

Schoo1 0f Medicine

[長 崎 大 学 医学 部 解 剖 学 第 二 教 室 (主 任 :内 藤 芳 篤 教 授 )]
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本遺跡か らの出土人骨は、成人骨 の項で詳述 され てい るよ うに、すべて地

下式横 穴墓か ら検 出 された ものである。資料数 は表 1に 示 しているよ うに、

出土総数は26体 で、 うち24体 が成人骨、2体 が未成人骨 で ある。未成人骨の

性別お よび年令 は、表 2に 示す とお り1体 が小児骨、他 の 1体 が女性・成年骨

で、その残存部 は図 2に 示 してい る。人骨の所属時期 は、別稿 で述べ られ て

い るよ うに考古学的所見か ら、 5世紀 中頃である。

年令 の推定は、歯 か らの推定は、藤 田 (1965)に よる現代人の歯の萌出時期

と金 田 (1957)に よる現代人 の歯根 の形成時期 を用い、骨化 の進行状態か らの

推定は、鈴木 (1943)と 分部 (未 発表 )とこよる四肢骨骨端 の癒合時期に関す る成

績 を用いて、古墳 時代 における歯 の萌出、古根形成 時期 お よび骨化 の時期が、

現代のそれ らと大差 ない と仮定 した うえで推定 を行 つた。 また、年令 区分 は

大友遺跡 出上の幼小児骨 (分 部、1981)と 同様の区分 と した。

計測 はMartin一 Saner(1957)の 方法に従つた。

比較資料 は、未成人の骨格は年令 とともに変化す るのでほぼ同年令の例 を

用い、現代人 (明 治～大正)成年骨 (分 部、 1990)、 長浜 金久 (分 部、 1985)お よ

び大友 (分 部、 1981)遺跡 出上の弥生時代小児骨 、上の原 (分部、 1981)お よび

旭台 (分 部、 1988)地 下式横 穴墓 出上の古墳時代成年骨 と比較 した。現代人 は

性別 と年令.が 明 らかで、その成績 は実年令 ごとに集 計 してお り、発掘人骨 は

歯 と骨化の状態か ら年令 を推定 してい る。

なお、本遺跡 を含 めた各遺跡 の位置は、図 1に 示 した とお りである。

表 1資 料数 (Tablo l.Nunber of materials)

成  人 未 成 人

幼 児 小 児 I 小 児 Ⅱ 成 年 合 計男 性 女性 不 明

2615

表 2資 料 (Table 2.Materials of the children sk91ctOns)

人骨 番 号 性 別 年 令 年令 区分 備  考

ST-12

ST-16-1

女性

不 明

16～ 17歳

6～ 7歳

成年

小児

-2-
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1:上 の原、 2:大 萩、 3:旭 台、

4:日 守、 5:原 村上、 6:塚原、

7:縄瀬、 8:市 の瀬、 9:大 友、

10:長 浜金久

S0

図1.遺 跡の位置

(Fig.1. Location of the Hirohata site, Ebino City, Miyazaki Pref.

Ｃ

Ｖヽ

♂

け

♂



広畑ST-12(16～ 17歳 、成 年 )

(HirChata ST-12,16～ 17 Years)

広畑 ST-16-1(6～ 7歳 、小児 I期 )

(HirOhata sT-16-1, 6～ 7 Y8arS)

図2.人 骨の残存部、ア ミか け部分

(Fig.2.R991ons of preservation of the children skeletons)
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所 見

計測値は、文末 の表 4、 5に 示 している とお りであ る。

ST一 生2号 人骨 (女 性、 16～ 17歳 、成年 )

1.形 質

1)頭 蓋

(1)脳 頭蓋

前頭 骨 と左右頭頂骨 の前半部が残存 してい る。前頭結節 は発達 してお り、

前頭骨 は垂直方 向に立 ってい る。骨壁 はそれほ ど厚 くはな く、縫合 は内・ 外

板 ともによく開いてい る。

脳頭 蓋の計測は 3項 目のみが可能であったが、その中で最小前頭 幅は、左

側 の計測点か ら正 中面 までの垂直距離 を 2倍す ることに よ り求める と (92[46

×2])mmと な り、前頭骨 の前部 は普通 の大 き さである。 しか し、観察 に よれ

ば、前頭骨の後半か ら頭頂骨 にかけては横 に広 く、頭蓋冠 の前半部 を見 るか

ぎ りにおいて、頭型 は短頭型 ない しそれ に近い もの と推測 され る。

(2)顔 面頭蓋

顔面頭蓋は右側 の眼筒上縁 と左右 の頬骨 弓を欠損 してい る。眉上 弓の発達

は この年令 に しては弱 く、眉間の突 出 も強 くはない。 しか しなが ら、上顎骨

の前頭 突起は前後方 向に立 ち、鼻骨 も隆起 してお り、鼻根部 の形態 は縄文人

に近い傾 向を示 してい る。

計測 値は、先ず上顔幅が (108[54× 2])mm、 中顔幅は100mmで 、顔面 の幅径

は大 き く、顔面の高 さを示す顔 高は 101mm、 上顔高は61mmで 、高径 は小 さい。

したが って、 ウイル ヒ ョウの顔示数 は 101.00、 上顔示数 は61.00と な り、示

数値 はいずれ も小 さくて、顔面型 はそれぞれ hyperchanaoprosO,(過 低顔 )、 h

yperchanaeproso,(過 低 上顔)に 属 し、低顔傾 向が顕著である。

次い で眼寓は、眼禽幅が44mm(左 )、 眼宿 高は34mm(左 )で 、眼宙示数 は77.2

7(左 )と な り、示数値 は小 さい値 を示す。眼宿型 はきわめて低眼宿 に近 いnes

oに noch(中 眼寄)に 属 してい る。鼻部は、鼻幅が26mm、 鼻高は45mmで 、鼻示数

は 57,78と なる。示数値 は大 きい値 を示 し、鼻型 はきわめて過広鼻 に近 い cha

naerfhin(広 鼻)に 属 してい る。 また、鼻根部の幅を示す前眼寄間幅 は 19mmで 、

鼻根部 は比較的広い。

上顎 か ら口蓋にかけての計浪J値 は、上顎歯槽長が53mm、 上顎歯槽 幅は 66mm、

口蓋幅 は43mmで 、諸径 は大 きくて、観察所見において も歯槽 の萎縮 も見 られ

ず、歯槽 は頑丈である。
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大泉 門はす で に閉鎖 しているが、その他 に骨化 の進行状態を観察 できる部

位 は残 っていない。

3.特 殊所見



前頭骨 内には、非 計測的形質のひ とつ として扱 われ る前頭縫合が存在 して

い る。 また、左右 の眼宙上壁 には、cribra orbitaliaが 認 め られ る。

4.年 令

この人骨 の年令 を歯冠の形成程度で推測 してみ ると、上顎 の犬歯 と第一小

臼歯 は、金 田 (1957)に よる現代人の6歳程度 、第二小 臼歯 は7歳 に相 当してい

る。 この ことか ら、 この人骨の年令 は6か ら7歳 の小児 (I期 )と 推定 され る。

考 察

顔面部の主要な計測値 が得 られたST 12号 人骨 (女 性 、 16～ 17歳 )を もとに、

広畑地 下式横 穴墓 出上の成年骨の形質 と、 ほぼ 同年令 の現代人 (明 治～大正 )

女性骨 、鹿児 島県笠利 町 (奄 美大島)長 浜金久遺跡 出上の弥生時代小児骨、佐

賀県呼子町大友遺跡 出上の弥生時代小児骨お よび宮崎県の上 の原・旭台両地

下式横 穴墓 出上 した古墳 時代成年骨 との間に どの よ うな差が認 められ るのか

検討 を行 つてみ る。比較の計測値は表 3に 示 している とお りであるが、現代

人骨以外 は性別 は不 明である。

顔面 の幅型 では、広畑 ST 12号 の上顔幅 は旭 台33号 に近 く、現代人の女性

平均値 お よび長浜金久 。大友両弥生小児骨 よ りもかな り大 きい。また中顔 幅

は現代人、長浜金久 。大友両弥生小児骨、上の原 8号 、旭 台33号 よ りもかな

り大 き く、旭 台H2号 に近い。つま り、顔面の幅は旭 台成年骨 に比較的近 く

て、現 代人ややや年令 の低い長浜金久・大友両弥生小児骨、上 の原成年骨 よ

りもか な り大 きい。

顔面 の高径 では、顔 高が長浜金久弥生小児骨 よ り大 き く、大友弥生小児骨

お よび旭台H2号 と同 じ値 を示 し、現代人 よ りもかな り小 さい。上顔高は、

長浜金久弥生小児骨 よ りかな り大き く、大友弥生小児骨、上 の原・旭台成年

骨 よ りもやや大 き くて、現代人 よ りも小 さい値 を示 してい る。顔面の高 さは

大友弥生小児骨、上 の原・ 旭台成年骨 よ りもやや高いか同 じで、長浜金久弥

生小児骨 ほ どではないが、現代人 に比べ る とかな り低 い。

したがって、 ウイル ヒョーの顔示数 および上顔示数 は、現代人 がそれ ぞれ 1

19,05、 69,04で あるのに対 して、広畑成年骨のそれは 101.00、 61,00で 、長

浜金久 。大友 両弥生小児骨や地下式横穴墓 出上の成年骨 と同様 に低顔傾 向が

強 く認 められ る。

鼻根部の幅 を表わす前眼宿間幅は、現代人 に比べ る と大 き くて、現代人 よ

りも広 い。 また眼禽 は、眼待高は現代人 と大差 ないが、眼宙幅が大 きくて、
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したが つて眼宿示数 は現代 人 よ りも小 さくな り、低眼省 の傾 向が何 われ る。

鼻部 の計測値 も鼻幅が現代人 よ りも大 き く、鼻高は小 さい。 したがつて、

鼻示数 は他 の比較資料群 と同様 に現代人 よ りもかな り大きい値 を示 し、広鼻

の傾 向が強い。

現代人女性成年骨 を基線 とした偏差折線 を描 いてみ ると (図 3)、 広畑成年

骨 は、長浜金久小児骨 と同様 に左右への振れ が大 きく、現代人 との 間には差

が認 め られ る。

Martin's No.
-4σ           +4σ  -4σ           +江 rr

43.

46.

47.

48.

17/46

48/48

50.

5h

52.

52/51

54.

55。

54/55

図3.現 代人 (女 性、17歳 )を 基線 とす る偏差折線

A:広 畑ST-12号   B:長 浜金 久

(Figi 3. Standardized deviations from the modern female series
of 17 years old.  A : Hirohata ST-12, B I N80ahamakaneku )

以上 の よ うに、広畑成年骨の顔面 には著 しい低・広顔傾 向が認 め られ る。

この傾 向は現代人 との間にはひ とつの時代差 を表わ してい るもの と言 え、 こ

の よ うな特徴 が どの年令か ら固定 され るのかについては、 さらに低年令 の資

料 で追究す る必要がある。 また、顔面の形態 において共通性 が認 め られ た南

九州離 島群 の長浜金久小児骨、西北九州地域の大友小児骨お よび宮 崎県 山間

部 の地下式横 穴墓の成年骨等の比較群 は、成人骨おいてもこの よ うな特徴 が

見 られ る人骨群である。幼小児期 において も地域差が認 め られ るの か否 か に

ついては、例 えば成人骨が狭 。高顔 を特徴 とす る北部九州地域の幼 小児骨 を

追加 して考察 したい。
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表 3 顔 面頭 蓋計測値 (dd)( Fig.3.CoElparison oF metrical characters or the racial crania)

広畑

ST-12;予

古墳

(16-17歳 )

(女性 )

長 浜 金 久   大 友

弥 生

(15歳 )

Yd-22

弥生

(15歳 )

上 の原

8号

古 墳

(16歳 )

旭 台 現 代人

3-3号    H-2号

古墳    古墳      (女 性 )

(16-17歳 )(16～ lT歳 )   (17歳 )

n        M

43. 上顔 幅     (108)

46。  中顔 幅     100

47  顔 高      101

48  上顔 高      61

47/46 顔 示数 (V)  101.00

48/46 上顔 示数 (V) 61.00

50。  前 眼密 間幅    19

51. 眼宿幅 (左 )   44

52. 限密高 (左 )   34

52/51 眼宿示数 (左 )  77.27

54. 鼻 幅      26
45

57 78

98

92

101

59

109.78

64.13

20

40

32

80。 00

25

43

58.14

95

58

61.05

42

33

78.57

25

45

55.56

106

94

57

60.64

32

25

43

58 14

99

93

98

54

100.00

58.06

31

42

98

101

59

103.06

60.20

42

32

76.19

25

43

58.14

13      97.54

13     94.15

8    112.25

13    64 62

8   119 05

16    69,04

13    16.31

13     41.15

13     33.38

16     81.28

13    24.23

13     48.23

13     50,33

※
　
※

55. 鼻 高

54/55 鼻示数

※ 16歳 と17歳 の資料を合わせて集計 している

要 約

宮崎県 えびの市大字坂元 に所在す る広畑遺跡 は、 1989年 (平 成 元年 )に 発掘

調査が行われ、地下式横穴墓群 か ら合計 26体 の人骨が検 出 され た。 これ らの

人骨の うち2体 が未成人骨で、 この2体 に関す る人類学的観察お よび 計浪↓の結

果 を要約す る と、次 ぎの とお りで ある。

1.未成人骨 の年令は、歯の形成程度 と骨化 の進行状態か ら、ST 12号 は 16～ 1

7歳 の女性成年 、ST-16-1号 は 6～ 7歳 の小児 (I期 )と 推定 され る。

2,ST-12号の顔面の計測値 は、 中顔幅は 100mm、 顔 高は 101mm、 上顔 高は61mm

で、 ウイル ヒョウの顔示数 は 101,00、 上顔示数 は61,00と な り、顔 面型 は

それ ぞれhyperchamaeprosop(過 低顔 )、 hyperchamacproso,(過 低 上顔 )に 属

し、低・広顔傾 向が著 しい。

3,ST 12号の眼寄は、眼衛 幅が44mm(左 )、 眼禽 高は34mm(左 )で 、眼 宙示数 は

77.27(左 )と な り、眼宙型 はきわめて低眼禽 に近いmesOk40Ch(中 眼宿 )に 属

して ,ヽ る。

4.ST-12号 の鼻部は、鼻幅 が 26mm、 鼻高は45mmで 、鼻示数 は57,78と な り、

鼻型 はきわめて過広鼻に近い chamae Hhin(広 鼻 )に 属 してい る。 また、鼻

根部 の幅を示す前眼宙間幅は 19mmで 、鼻根部 は比較的広い。

5。 ST-12号 の上顎歯槽長は 53mm、 上顎歯槽幅は 66mm、 口蓋幅は43mmで 、諸径

は大 き くて、歯槽 は頑丈 である。
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6.ST 12号の骨化 の状態は、寛骨 臼 と大腿骨骨頭が癒合 を完成、腸骨稜 は未

癒合 である。

7.ST-161号 に見 られた特殊所見 として、前頭縫合お よび左右の眼禽上壁 に

cribra orbitaliaが 認 め られ る。

以上のよ うに、広畑地下式横穴墓 出上の女性成年骨 (ST-12号 )の 顔面 は、

強い低・広顔傾 向を示 し、 この傾 向は南九州離 島の長浜金久遺跡 出上の弥生

小児骨、西北九州地域の大友遺跡 出上の弥生小児骨、上 の原 、旭台両地下式

横穴墓 出上の古墳 時代成年骨に近似 した もので、現代人女性成年骨 との間に

は差が認め られ る。
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表 4 脳 頭 蓋計測 値  (an)

(Fig.4.Mcasurements cl the calvaFial Crania)

ST-12サ}

(16～ 17歳 )

女性

ST-16-1号

(6～ 7歳 )

1. 頭蓋最大長

8。  頭蓋最大幅

17。  バ ジオン・ブ レグマ高

9. 最小前頭幅

10。  最大前頭幅

5。  頭 蓋底長

H。  両耳幅

12. 最 大後頭幅

13.乳 突幅

7. 大後頭孔長

16。 大後頭孔幅

23。  頭蓋水平周

24。 横 弧長

25. 正 中矢状弧長

26。  正 中矢状前頭弧長

27. 正 中矢状頭頂弧長

28, 正 中矢状後頭弧長

29. 正 中矢状前頭弦長

30。  正 中矢状頭頂弦長

31. 正 中矢状後頭弦長

(92)

123

108

85

105

112



表 5 顔 面頭 蓋 計測値

( Fig.5, Mcasu=enents and

(mm)

indices or the racial crania)

ST-12号

(16～ 17歳 )

女性

ST-16-lf許

(6～ T歳 )

40. 顔  長

41. 側顔 長

42. 下顔 長

43. 上顔 幅

45. 頬骨 弓幅

46.  中顔 幅

47. 顔高

48,  上顔 高

47/46 顔示数 (V)

48/46 上顔 示数 (V)

50。  前眼宿閥幅

44.  両眼宿幅

50/44 限宿 間示数

51. 眼寓幅 (右 )

(左 )

52.  眼宿 高 (右 )

(左 )

52/51 眼宿示数 (右 )

(左 )

34. 鼻 幅

55, 鼻 高

54/55 鼻示 数

55(1).梨 状 口高

56. 鼻骨 長

57. 鼻骨最小幅

57(1).鼻 骨最大幅

60, 上顎 歯槽長

61. 上顎 歯槽幅

62.  口蓋 長

63. 口蓋 幅

64.  口蓋 高

(108)

100

101

61

101.00

61,00

19

44

34

77.27

26

45

57,78

26

22

10

19

53

66

85

33

6
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頭 蓋 正 面 (Frontal view of the skul

広 畑 ST-12(16～ 17歳 、 成 年 )

(Hirohata sT-12,16～ 17 Vears)

|)

頭 蓋 上 面 (SuperiOr view of the skuH)

広 畑 ST-12(16～ 17歳 、 成 年 )

(HirOhata sT-12,16～ 17 Years)

頭 蓋 正 面 (Frontal view oi the sku

広 畑 ST-16-1(6～ 7歳 、 小 児 I期 )

(HirOhata sT-16-1,6～ 7 Ycars)

頭 蓋側 面 (Latera

広 畑 ST-12(18～ 1

(Hirohata sT-1

l view oi the skul

7歳 、 成 年 )

2, 18～ 17 Years)

|)
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Human skeletal Remains Excavated from Hirohata Site,Ebino City,

Miyazaki Prefecture.

Tetsuaki WAKEBE

CDepartnent of Anatomy,Nagasaki University School of Medicine〕

KeywordsIMiyazaki Pref.,Kofun skeleton,Tomb with underground

ch^mbers,Minorities,Ossification,Low face

Twenty一six human skeletal remains dating the late phase of the

Kofun Period(5th century A a),consisting of 24 adults and 2

minorities, vere .excavated fron the to� bs with underground

chttmbers at Hirohata site,Ebino city,Miyazaki Prefecture, ln 1989.

An anthropological study oF the human skeletal remains was

conducted。

Skeleton ST-12 is adolescence estimated to be 16～ 17 years of

age and Skeleton ST-16-l is juvenile estimated to be 6～7 years

of age.

Skeleton ST-12 has a low and wide face. The cribra orbitalia

and the metopic suture are found in ST-16-1
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